
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
規

則

〇
宮
城
県
恩
給
給
与
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
職
員
厚
生
課
）　

　

一

〇
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法

　

律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
子
育
て
支
援
室
）　

　

二

〇
県
立
都
市
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
都
市
計
画
課
）　

　

二

 
告

示

〇
市
町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
郡
及
び
市
の
人
口 

（
市
町
村
課
）　

　

二

〇
国
土
調
査
の
成
果
の
認
証
（
二
件
） 

（
土
地
対
策
課
）　

　

二

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
申
請 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
促
進
室
）　

　

三

〇
道
路
の
区
域
変
更
（
三
件
） 

（
道　

路　

課
）　

　

三

〇
道
路
の
供
用
開
始
（
四
件
） 

（　
　

同　
　

）　

　

四

〇
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧
（
二
件
） 

（
都
市
計
画
課
）　

　

五

〇
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
変
更
の
認
可
（
三
件
） 

（
下
水
道
課
）　

　

五

〇
建
設
関
連
業
務
に
係
る
指
名
競
争
入
札
の
参
加
資
格
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改

　

正
す
る
告
示 

（
契　

約　

課
）　

　

六

〇
宮
城
県
建
設
工
事
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
登
録
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正

　

す
る
告
示 

（　
　

同　
　

）　

　

八

〇
平
成
八
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
十
二
号
（
工
事
請
負
契
約
書
及
び
変
更
契
約
書
の
様

　

式
）
の
一
部
改
正 

（　
　

同　
　

）　

　

八

〇
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了
の
届
出 

（
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

八

 
公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
落
札
者
の
決
定 

（
情
報
シ
ス
テ
ム
課
）　

　

八

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
二
件
） 

（
建
築
宅
地
課
）　

　

九

教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

九

〇
教
育
長
に
対
す
る
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

一
〇

〇
県
費
負
担
教
職
員
の
任
免
等
の
内
申
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

一
〇

〇
教
育
職
員
の
免
許
状
の
有
効
期
間
の
更
新
等
に
関
す
る
規
則 

一
一

〇
教
育
職
員
の
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

一
七

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
職
員
等
の
旅
費
及
び
費
用
弁
償
の
支
給
規
則
の
一
部

　

を
改
正
す
る
規
則 

一
九

〇
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

二
〇

〇
地
方
機
関
等
文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

二
〇

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

二
一

公
安
委
員
会

〇
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

二
一

〇
技
能
検
定
定
員
及
び
教
習
指
導
員
資
格
審
査
の
実
施 

二
四

 
正

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
一
五
三
六
号
中 

二
四

〇
宮
城
県
公
報
第
一
五
四
〇
号
中 

二
四

 
規

則

　

宮
城
県
恩
給
給
与
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
二
十
三
号

　
　
　

宮
城
県
恩
給
給
与
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

宮
城
県
恩
給
給
与
細
則
（
昭
和
三
十
三
年
宮
城
県
規
則
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
中
「
第
二
条
本
文
、
第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
、
第
七
条
第
一
項
、
第
八
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
、
第
十
四

条
及
び
第
十
五
条
」
を
削
り
、「
こ
れ
ら
」
を
「
同
令
」
に
、「
総
務
省
人
事
恩
給
局
」」
を
「
総
務
省
人
事
・
恩
給
局
」」

に
、「
総
務
省
人
事
恩
給
局
長
」
を
「
総
務
省
人
事
・
恩
給
局
長
」
に
、「
し
、
貯
金
事
務
セ
ン
タ
ー
及
び
支
給
郵
便
局

に
関
す
る
規
定
は
な
い
も
の
と
み
な
す
」
を
「
す
る
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

（1）　 平成21年３月24日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2044号　　 

発　　　　行

宮 城 県
( 総務部私学文書課)
宮城県仙台市青葉区
本町三丁目８番１号
����������������

(毎週火，金曜日発行)



　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
二
十
四
号

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

　

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
十
八
年
宮

城
県
規
則
第
百
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
第
二
号
中
「
幼
稚
園
教
育
要
領
及
び
平
成
十
一
年
十
月
二
十
九
日
付
け
児
発
第
七
百
九
十
九
号
厚
生
省
児
童

家
庭
局
長
通
知
「
保
育
所
保
育
指
針
に
つ
い
て
」
に
定
め
る
保
育
所
保
育
指
針
（
以
下
「
保
育
所
保
育
指
針
」
と
い

う
。）
の
」
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
こ
の
教
育
及
び
保
育
の
目
標
」
を
「
前
号
に
掲
げ
る
目
標
」
に
改
め
、
同
条

第
六
号
ロ
中
「
保
育
所
保
育
指
針
」
の
下
に
「（
児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
六
十
三
号
）

第
三
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
保
育
所
に
お
け
る
保
育
の
内
容
に
関
す
る
事
項
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
運
営
に
関
す
る

事
項
に
関
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
い
う
。）」
を
加
え
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

県
立
都
市
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
二
十
五
号

　
　
　

県
立
都
市
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

県
立
都
市
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
宮
城
県
規
則
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
六
条
中
「
知
事
」
の
下
に
「
又
は
指
定
管
理
者
」
を
加
え
る
。

　

様
式
第
二
号
中
「宮

城
県
知
事

」
を　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　

様
式
第
三
号
中
「付

け
宮
城
県

（　
　

）指
令
第

号
に
よ
り

」
を
「付

け
に

よ
り

」
に
、「宮

城
県
知
事

」
を　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　

様
式
第
十
三
号
中
「付

け
宮
城
県

（　
　

）達
第

号
に
よ
り

」
を
「付

け
に

よ
り

」
に
、「宮

城
県
知
事

」
を　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
二
号

　

平
成
二
十
一
年
九
月
一
日
か
ら
本
吉
郡
本
吉
町
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
気
仙
沼
市
に
編
入
す
る
こ
と
に
伴
う
地
方
自

治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
七
十
六
条
第
一
項
及
び
第
百
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

本
吉
郡
及
び
気
仙
沼
市
の
人
口
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

本
吉
郡　

一
八
、
六
四
五
人

　

気
仙
沼
市　

七
八
、
〇
一
一
人

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
三
号

　

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
国
土
調
査
の
成
果
を

第2044号　平成21年３月24日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）

」

宮
城
県

受
　
付

「

」
宮
城
県
知
事

（
指
定
管
理
者
）

「

」

宮
城
県

（
指
定
管
理
者
）

受
　
付

「

」

宮
城
県

受
　
付

「

」
宮
城
県
知
事

（
指
定
管
理
者
）

「

」

宮
城
県

（
指
定
管
理
者
）

受
　
付

「

」

宮
城
県

受
　
付

「

」
宮
城
県
知
事

（
指
定
管
理
者
）

「

」

宮
城
県

（
指
定
管
理
者
）

受
　
付

「



認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

　
　

石
巻
市

二　

調
査
を
行
っ
た
時
期

　
　

平
成
十
九
年
度
か
ら
平
成
二
十
年
度
ま
で

三　

成
果
の
名
称

　
　

石
巻
市
の
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

四　

調
査
を
行
っ
た
地
域

　

石
巻
市
水
明
北
一
丁
目
、
同
水
明
北
二
丁
目
、
同
水
明
北
三
丁
目
、
同
大
橋
一
丁
目
の
一
部
、 

同
石
巻
字
袋
谷
地

北
、
同
字
袋
谷
地
六
番
、
同
字
袋
谷
地
七
番
、
同
字
袋
谷
地
八
番

五　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
四
号

　

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
国
土
調
査
の
成
果
を

認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

　
　

気
仙
沼
市

二　

調
査
を
行
っ
た
時
期

　
　

平
成
十
九
年
度
か
ら
平
成
二
十
年
度
ま
で

三　

成
果
の
名
称

　
　

気
仙
沼
市
の
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

四　

調
査
を
行
っ
た
地
域

　
　

気
仙
沼
市
西
中
才
の
一
部
、
同
大
岩
井
山
の
一
部

五　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
五
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動

法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
で
準
用
さ
れ
る
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

ほ
っ
ぷ

一　

代
表
者
の
氏
名　
　
　
　
　
　

白
木　

福
次
郎

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
五－

二
十
二

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　
　

こ
の
法
人
は
、
宮
城
県
内
に
在
住
す
る
知
的
・
高
次
脳
機
能
・
精
神
障
害
の
あ
る

人
び
と
が
一
般
就
労
に
向
か
っ
て
様
々
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
機
会
と
場
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
受
入
企
業
に
お
け
る
受
入
体
制
の
整
備
、
受
け
入
れ

る
こ
と
に
よ
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
企
業
の
新
た
な
発
展
の
可
能
性

を
啓
発
、
説
得
す
る
こ
と
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
取
り
組
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ら
に
医
療
・
福
祉
及
び
地
域
の
社
会
基
盤
と
の
連
携
強
化
の
た
め
の
調
整
、
地

域
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、
障
害
に
対
す
る
理
解
促
進
を
図
る
た
め
の
普
及

啓
発
を
目
的
と
す
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　
　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
三
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙

台
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

塩
釜
吉
岡
線

三　

道
路
の
区
域
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変　

更　

の　

区　

間

塩
竈
市
泉
沢
町
七
三
番
一
地
先
か
ら

同
市
泉
沢
町
六
五
番
五
地
先
ま
で

変
更
の

前　

後
前後

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

二
〇
・
六
〜

　
　
　
　

三
二
・
八

二
四
・
〇
〜

　
　
　
　

三
九
・
四

敷

地

の

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

一
八
七
・
〇

一
八
七
・
〇



〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東

部
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

石
巻
鹿
島
台
大
衡
線

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北

部
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

百
八
号

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
四
十
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙

台
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東

部
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
一
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙

台
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日
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変　

更　

の　

区　

間

東
松
島
市
大
塩
字
五
台
五
番
二
地
先
か
ら

同
市
大
塩
字
餅
田
五
番
一
地
先
ま
で

変
更
の

前　

後
前後

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

六
・
九
〜

　
　
　
　

二
七
・
九

一
〇
・
〇
〜

　
　
　
　

三
八
・
四

敷

地

の

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

一
、
五
一
二
・
〇

一
、
四
八
五
・
〇

変　

更　

の　

区　

間

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
新
屋
敷
三
番
九
地
先

か
ら

同
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
柏
木
原
二
番
五
地

変
更
の

前　

後
前

　

Ａ

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

六
・
〇
〜

　
　

六
八
・
〇

六
・
〇
〜

　
　

六
八
・
〇

敷

地

の

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

八
〇
五
七
・
〇

八
〇
五
七
・
〇

備　
　

考

　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

先
ま
で

後　
　

Ｂ

一
〇
・
〇
〜

　

一
〇
五
・
〇

八
三
二
八
・
〇

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

道

路

の

種

類

県

道

路

線

名

塩
釜
吉
岡
線

供

用

開

始

の

区

間

塩
竈
市
泉
沢
町
七
三
番
一
地
先
か
ら

同
市
泉
沢
町
六
五
番
五
地
先
ま
で

供
用
開
始
年
月
日

平
成
二
十
一
年

　
　

三
月
二
十
四
日

道

路

の

種

類

県

道

路

線

名

石
巻
鹿
島
台

大
衡
線

供

用

開

始

の

区

間

東
松
島
市
大
塩
字
五
台
五
番
二
地
先
か
ら

同
市
大
塩
字
三
ッ
谷
四
五
番
四
地
先
ま
で

供
用
開
始
年
月
日

平
成
二
十
一
年

　
　

三
月
二
十
四
日



 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東

部
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
三
号

　

仙
台
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
公
園

　

２　

名
称　

二
・
二
・
二
百
三
十
一
号　

仙
台
駅
東
六
号
公
園

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
四
号

　

仙
台
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
都
市
高
速
鉄
道

　

２　

名
称　

四
号　

仙
台
市
高
速
鉄
道
東
西
線

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
五
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

仙
台
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

仙
台
市
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間

　

「
昭
和
三
十
三
年
二
月
四
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
昭
和
三
十
三
年
二
月
四
日
か
ら
平

成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　

昭
和
三
十
三
年
建
設
省
告
示
第
百
五
十
五
号
、
昭
和
四
十
一
年
建
設
省
告
示
第
四
千
九
十
三
号
、
昭
和
四
十
二

年
建
設
省
告
示
第
九
百
六
十
一
号
、
昭
和
四
十
二
年
建
設
省
告
示
第
四
千
三
百
八
十
七
号
、
昭
和
四
十
四
年
建
設

省
告
示
第
二
千
六
百
五
十
七
号
、
昭
和
四
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
八
百
四
十
三
号
、
昭
和
五
十
四
年
宮
城
県
告
示

第
千
百
九
十
二
号
、
昭
和
五
十
六
年
宮
城
県
告
示
第
百
三
十
九
号
、
昭
和
五
十
九
年
宮
城
県
告
示
第
七
百
三
十
七

号
、
昭
和
六
十
年
宮
城
県
告
示
第
百
六
十
四
号
、
昭
和
六
十
年
宮
城
県
告
示
第
千
百
四
十
三
号
、
昭
和
六
十
一
年

宮
城
県
告
示
第
千
三
百
五
十
七
号
、
昭
和
六
十
二
年
宮
城
県
告
示
第
千
三
百
六
十
五
号
、
昭
和
六
十
三
年
宮
城
県

告
示
第
三
百
三
十
四
号
、
平
成
元
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
六
号
、
平
成
元
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
号
、
平
成
元

年
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
一
号
、
平
成
五
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
四
十
五
号
、
平
成
五
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
七

十
号
、
平
成
五
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
一
号
、
平
成
五
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
二
号
、
平
成
七
年
宮
城
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道

路

の

種

類

一
般
国
道

路

線

名

四
百
五
十
七

号

供

用

開

始

の

区

間

黒
川
郡
大
衡
村
大
瓜
字
沓
掛
六
九
番
四
地
先
か
ら

同
郡
同
村
大
衡
字
北
原
二
四
番
一
七
地
先
ま
で

供
用
開
始
年
月
日

平
成
二
十
一
年

　
　

三
月
二
十
四
日

道

路

の

種

類

県

道

路

線

名

女
川
牡
鹿
線

供

用

開

始

の

区

間

牡
鹿
郡
女
川
町
飯
子
浜
字
夏
浜
一
二
三
番
一
地
先
か
ら

同
郡
同
町
飯
子
浜
字
夏
浜
七
番
六
地
先
ま
で

供
用
開
始
年
月
日

平
成
二
十
一
年

　
　

三
月
二
十
六
日



県
告
示
第
九
十
二
号
、
平
成
七
年
宮
城
県
告
示
第
七
百
三
十
六
号
、
平
成
八
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
一
号
、

平
成
九
年
宮
城
県
告
示
第
五
百
六
号
、
平
成
十
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
五
号
、
平
成
十
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
六

号
、
平
成
十
一
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
七
号
、
平
成
十
三
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
五
十
七
号
の
事
業
地
に
、

仙
台
市
青
葉
区
み
や
ぎ
台
三
丁
目
を
加
え
る
。

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
六
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

大
崎
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

古
川
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

大
崎
市
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間

　

「
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
日
か

ら
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
七
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

大
崎
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

岩
出
山
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

大
崎
市
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間

　

「
平
成
十
年
一
月
九
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
十
年
一
月
九
日
か
ら
平
成
二
十
五

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
八
号

　

建
設
関
連
業
務
に
係
る
指
名
競
争
入
札
の
参
加
資
格
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

建
設
関
連
業
務
に
係
る
指
名
競
争
入
札
の
参
加
資
格
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

建
設
関
連
業
務
に
係
る
指
名
競
争
入
札
の
参
加
資
格
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
六
十
一
年
宮
城
県
告
示
第
千
二
百
四

十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

題
名
中
「
指
名
競
争
入
札
」
を
「
競
争
入
札
」
に
改
め
る
。

　

第
一
条
中
「
第
百
四
条
」
を
「
第
九
十
五
条
第
一
項
、
第
百
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
指
名
競
争
入
札
」
を
「
一

般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入
札
（
以
下
「
競
争
入
札
」
と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

　

第
二
条
中
「
指
名
競
争
入
札
」
を
「
競
争
入
札
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
第
一
項
中
「
建
設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
承
認
申
請
書
」
を
「
建
設
関
連
業
務
競
争
入
札
参
加

資
格
承
認
申
請
書
」
に
、「
建
設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
業
種
（
部
門
）
追
加
承
認
申
請
書
」
を
「
建
設

関
連
業
務
競
争
入
札
参
加
資
格
業
種
（
部
門
）
追
加
承
認
申
請
書
」
に
改
め
る
。

　

第
四
条
第
二
項
中
「
指
名
競
争
入
札
」
を
「
競
争
入
札
」
に
改
め
る
。
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第
五
条
中
「
建
設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
承
認
通
知
書
」
を
「
建
設
関
連
業
務
競
争
入
札
参
加
資
格
承

認
通
知
書
」
に
、「
建
設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
承
認
者
名
簿
」
を
「
建
設
関
連
業
務
競
争
入
札
参
加
資

格
承
認
者
名
簿
」
に
、「
建
設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
不
承
認
書
」
を
「
建
設
関
連
業
務
競
争
入
札
参
加

資
格
不
承
認
書
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
二
項
の
Ｅ
表
中
「
５
点
」
を
「
１
０
点
」
に
改
め
る
。

　

第
七
条
第
二
項
中
「
建
設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
承
認
書
又
は
建
設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
不

承
認
書
」
を
「
建
設
関
連
業
務
競
争
入
札
参
加
承
認
書
又
は
建
設
関
連
業
務
競
争
入
札
参
加
資
格
不
承
認
書
」
に
改
め

る
。

　

第
八
条
中
「
建
設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
に
係
る
変
更
届
」
を
「
建
設
関
連
業
務
競
争
入
札
参
加
資
格

に
係
る
変
更
届
」
に
改
め
る
。

　

第
九
条
中
「
建
設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
喪
失
届
」
を
「
建
設
関
連
業
務
競
争
入
札
参
加
資
格
喪
失
届
」

に
改
め
る
。

　

第
十
条
第
二
項
中
「
建
設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
承
継
申
請
書
」
を
「
建
設
関
連
業
務
競
争
入
札
参
加

資
格
承
継
申
請
書
」
に
改
め
る
。

　

第
十
一
条
第
三
項
中
「
建
設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
再
評
価
承
認
申
請
書
」
を
「
建
設
関
連
業
務
競
争

入
札
参
加
資
格
再
評
価
承
認
申
請
書
」
に
改
め
る
。

　

第
十
二
条
第
二
項
中
「
建
設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
取
消
通
知
書
」
を
「
建
設
関
連
業
務
競
争
入
札
参

加
資
格
取
消
通
知
書
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
指
名
競
争
入
札
」
を
「
競
争
入
札
」
に
改
め
る
。

　

第
十
三
条
中
「
建
設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
承
認
者
名
簿
」
を
「
建
設
関
連
業
務
競
争
入
札
参
加
承
認
者
名

簿
」
に
改
め
る
。

　

様
式
一
号
中
「建

設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
承
認
申
請
書

」
を
「建

設
関
連
業
務
競
争
入
札
参
加
資
格

承
認
申
請
書

」
に
、「指

名
競
争
入
札
に

」
を
「競

争
入
札
に

」
改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
の
二
中
「建

設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
業
種

（部
門

）追
加
承
認
申
請
書

」
を
「建

設
関

連
業
務
競
争
入
札
参
加
資
格
業
種

（部
門

）追
加
承
認
申
請
書

」
に
、「建

設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
に

」

を
「建

設
関
連
業
務
競
争
入
札
参
加
資
格
に

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
四
号
中
「建
設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
承
認
通
知
書

」
を
「建

設
関
連
業
務
競
争
入
札
参
加
資

格
承
認
通
知
書

」
に
、「指

名
競
争
入
札
に

」
を
「競

争
入
札
に

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
五
号
中
「建

設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
承
認
者
名
簿

」
を
「建

設
関
連
業
務
競
争
入
札
参
加
資

格
承
認
者
名
簿

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
六
号
中
「建

設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
不
承
認
書

」
を
「建

設
関
連
業
務
競
争
入
札
参
加
資
格

不
承
認
書

」
に
、「指

名
競
争
入
札
に

」
を
「競

争
入
札
に

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
七
号
中
「建

設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
に
係
る
変
更
届

」
を
「建

設
関
連
業
務
競
争
入
札
参
加

資
格
に
係
る
変
更
届

」
に
、「建

設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
に
つ
い
て

」
を
「建

設
関
連
業
務
競
争
入
札

参
加
資
格
に
つ
い
て

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
八
号
中
「建

設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
喪
失
届

」
を
「建

設
関
連
業
務
競
争
入
札
参
加
資
格
喪

失
届

」
に
、「建

設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
に

」
を
「建

設
関
連
業
務
競
争
入
札
参
加
資
格
に

」
に
改
め

る
。

　

様
式
第
九
号
中
「建

設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
承
継
申
請
書

」
を
「建

設
関
連
業
務
競
争
入
札
参
加
資

格
承
継
申
請
書

」
に
、「建

設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
を

」
を
「建

設
関
連
業
務
競
争
入
札
参
加
資
格
を

」

に
改
め
る
。

　

様
式
第
十
号
中
「建

設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
再
評
価
承
継
申
請
書

」
を
「建

設
関
連
業
務
競
争
入
札

参
加
資
格
再
評
価
承
継
申
請
書

」
に
、「建

設
関
連
業
務
に
係
る
指
名
競
争
入
札
の
参
加
資
格
等
に
関
す
る
規
程

」
を

「建
設
関
連
業
務
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
等
に
関
す
る
規
程

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
十
一
号
中
「建

設
関
連
業
務
に
係
る
指
名
競
争
入
札
の
参
加
資
格
等
に
関
す
る
規
程

」
を
「建

設
関
連
業
務

に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
等
に
関
す
る
規
程

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
十
二
号
中
「建

設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
取
消
通
知
書

」
を
「建

設
関
連
業
務
競
争
入
札
参
加

資
格
取
消
通
知
書

」
に
、「建

設
関
連
業
務
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
を

」
を
「建

設
関
連
業
務
競
争
入
札
参
加
資
格

を

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
条
第
二
項
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二

十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
建
設
関
連
業
務
に
係
る
指
名
競
争
入
札
の
参
加
資
格
等
に
関
す
る
規
程
第

二
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
参
加
資
格
の
承
認
を
受
け
て
い
る
者
は
、
改
正
後
の
建
設
関
連
業
務
に
係
る
競
争
入
札
の

参
加
資
格
等
に
関
す
る
規
程
第
二
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
参
加
資
格
の
承
認
を
受
け
た
者
と
み
な
す
。

３　

改
正
後
の
建
設
関
連
業
務
に
係
る
指
名
競
争
入
札
の
参
加
資
格
等
に
関
す
る
規
程
第
六
条
第
二
項
の
規
定
は
、
平

成
二
十
二
年
四
月
一
日
以
後
に
参
加
資
格
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
係
る
総
合
評
点
の
算
定
に
つ
い
て
適
用

し
、
同
日
前
に
参
加
資
格
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
係
る
総
合
評
点
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

　

（
建
設
関
連
業
務
競
争
入
札
に
係
る
入
札
参
加
者
指
名
基
準
の
一
部
改
正
）

４　

建
設
関
連
業
務
競
争
入
札
に
係
る
入
札
参
加
者
指
名
基
準
（
平
成
十
四
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
七
十
号
）
の
一
部
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を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
二
条
中
「
建
設
関
連
業
務
に
係
る
指
名
競
争
入
札
の
参
加
資
格
等
に
関
す
る
規
程
」
を
「
建
設
関
連
業
務
に
係

　

る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
等
に
関
す
る
規
程
」
に
改
め
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
五
十
九
号

　

宮
城
県
建
設
工
事
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
登
録
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

宮
城
県
建
設
工
事
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
登
録
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

宮
城
県
建
設
工
事
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
登
録
等
に
関
す
る
規
程（
平
成
十
三
年
宮
城
県
告
示
第
七
百
二
十
七
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
条
の
二
第
二
項
の
表
第
五
条
の
二
第
一
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
事
項
の
項
中

条
の
二
第
一
項
第
二
号
ト
に
掲
げ
る
事
項
の
項
中
「
五
点
」
を
「
十
点
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
六
十
号

　

平
成
八
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
十
二
号
（
工
事
請
負
契
約
書
及
び
変
更
契
約
書
の
様
式
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
し
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

様
式
第
一
号
の
第
六
条
の
見
出
し
を
「（
下
請
負
の
制
限
等
）」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条

第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

  ２
　
乙
は
，
工
事
の
一
部
を
第
47条

の
２
第
１
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に

委
任
し
，
又
は
請
け
負
わ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

3.

　

様
式
第
一
号
の
第
三
十
五
条
第
七
項
並
び
に
第
四
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「  7  パ

セ
ン
ト

3.6

」
を
「   パ

セ
ン
ト

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
の
第
四
十
七
条
の
二
第
三
項
中
「前

条
第
２
項
及
び
第
３
項

」
を
「前

条
第
２
項
及
び
第
３
項
の
規
定

」

に
改
め
る
。

3.

　

様
式
第
一
号
の
第
五
十
条
第
三
項
及
び
第
五
十
二
条
中
「  7  パ

セ
ン
ト

3.6

」
を
「   パ

セ
ン
ト

」
に
改
め
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
六
十
一
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
土

地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
う
工
事
を
完
了
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

齋　
　

藤　
　

俊　
　

夫　
　
　

 
公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
電
子
県
庁
共
通
基
盤
シ
ス
テ
ム
に
係
る
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
保
守
業
務　

一
式

二　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

企
画
部
情
報
シ
ス
テ
ム
課　

仙
台
市
青
葉
区
本

町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
三
日e-m

iyagi

四　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　
   
      
共
通
基
盤
シ
ス
テ
ム
サ
ポ
ー
ト
企
業
連
合　

仙

台
市
青
葉
区
一
番
町
二
丁
目
三
番
二
十
二
号

五　

落
札
金
額　

四
千
八
百
三
十
万
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
額
を
含
む
）

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
一
年
一
月
三
十
日

ー

ー

ー
ー

第2044号　平成21年３月24日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （8）

「

基
準
日
の
属
す
る
年
の
直
前
の
五
年
間
の
工
事
成
績
調
書
の
総
合

点
の
平
均
点
が
六
十
点
以
上
七
十
点
未
満
の
場
合

零
点

」
を

「

基
準
日
の
属
す
る
年
の
直
前
の
五
年
間
の
工
事
成
績
調
書
の
総
合

点
の
平
均
点
が
六
十
五
点
以
上
七
十
点
未
満
の
場
合

基
準
日
の
属
す
る
年
の
直
前
の
五
年
間
の
工
事
成
績
調
書
の
総
合

点
の
平
均
点
が
六
十
点
以
上
六
十
五
点
未
満
の
場
合

零
点

マ
イ
ナ
ス
十
点

」
に
改
め
、
同
表
第
五

届
出
者
の
名
称

大
和
町

地
区
名

砂
金
沢

事　
業　
の　
名　
称

元
気
な
地
域
づ
く
り
整
備
交
付
金

（
農
業
生
産
の
基
盤
の
整
備
）

工
事
完
了
年
月
日

平
成
二
十
一
年
二
月
十
二
日



　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

教
育
委
員
会

　

宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

大　
　

村　
　

虔　
　

一　
　
　

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号

　
　
　

宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　

第
六
条
第
一
項
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　

八　

副
校
長

　

第
八
条
中
第
二
十
二
号
を
第
二
十
三
号
と
し
、
第
十
号
か
ら
第
二
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
九
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　

十　

職
員
及
び
県
費
負
担
教
職
員
（
教
職
員
課
の
分
掌
に
係
る
も
の
を
除
く
。）
の
研
修
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
十
条
第
七
号
中
「
県
費
負
担
教
職
員
」
の
下
に
「（
教
育
職
員
及
び
栄
養
職
員
に
限
る
。）」
を
加
え
る
。

　

第
二
十
条
第
三
項
第
四
号
中
「
及
び
宮
城
県
蔵
王
自
然
の
家
」
を
削
る
。

　

第
二
十
六
条
の
表
中

 

を 

に
、 

を

 

に
、 

を

 

に
、 

を

 

に
、 

を

 

に
、 

を

 

に
、 

を

 

に
、 

を

 

に
、 

を

 

に
、 

を 

に
、

「

宮
城
県
立
盲
学
校

」

「

宮
城
県
立
視
覚
支
援
学
校

」

「

宮
城
県
立
ろ
う
学
校

」

「

宮
城
県
立
聴
覚
支
援
学
校

」

「

宮
城
県
立
光
明
養
護
学
校

」

「

宮
城
県
立
光
明
支
援
学
校

」

「

宮
城
県
立
拓
桃
養
護
学
校

」

「

宮
城
県
立
拓
桃
支
援
学
校

」

「

宮
城
県
立
西
多
賀
養
護
学
校

」

「

宮
城
県
立
西
多
賀
支
援
学
校

」

「

宮
城
県
立
石
巻
養
護
学
校

」

「

宮
城
県
立
石
巻
支
援
学
校

」

「

宮
城
県
立
気
仙
沼
養
護
学
校

」

「

宮
城
県
立
気
仙
沼
支
援
学
校

」

「

宮
城
県
立
名
取
養
護
学
校

」

「

宮
城
県
立
名
取
支
援
学
校

」

「

宮
城
県
立
角
田
養
護
学
校

」

「

宮
城
県
立
角
田
支
援
学
校

」

「

宮
城
県
立
迫
養
護
学
校

」

「

宮
城
県
立
迫
支
援
学
校

」

（9）　 平成21年３月24日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2044号　　 

一　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

多
賀
城
市
東
田
中
一
丁
目
三
番
一
、
四
番
一
、
五
番
一
、

六
番
一
及
び
三
番
一
地
先
水
路

　

多
賀
城
市
東
田
中
一
丁
目
七
番
二
十
号

 

伊
藤　

藤
吉　
　
　
　
　
　
　
　

一　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

白
石
市
東
大
畑
九
十
七
番
、
九
十
八
番
及
び
九
十
九
番

の
各
一
部
、
九
十
六
番
一
、
百
十
五
番
一
、
百
十
五
番
四
、

百
十
六
番
一
、
百
十
六
番
二
及
び
百
七
十
五
番

　

新
潟
県
新
潟
市
南
区
清
水
四
千
五
百
一
番
地
一

 

株
式
会
社
コ
メ
リ　
　
　
　
　
　



 

を 

に
、

 

を 

に
、

 

を 

に
、

 

を 

に
、

 

を 

に
、

 

を 

に
、

 

を 

に
改
め
る
。

　

第
二
十
七
条
の
表
中
宮
城
県
農
業
高
等
学
校
秋
保
校
の
項
及
び
宮
城
県
黒
川
高
等
学
校
大
郷
校
の
項
を
削
り
、

 

を 

に
、

 

を 

に
改
め

る
。

　

第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
必
要
に
応
じ
て
」
の
下
に
「
、
主
幹
教
諭
」
を
加
え
る
。

　

第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
置
き
、
教
頭
を
も
つ
て
充
て
る
」
を
「
置
く
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２　

前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
副
校
長
を
置
く
と
き
は
教
頭
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

「

宮
城
県
立
金
成
養
護
学
校

」

「

宮
城
県
立
金
成
支
援
学
校

」

「

宮
城
県
立
古
川
養
護
学
校

」

「

宮
城
県
立
古
川
支
援
学
校

」

「

宮
城
県
立
船
岡
養
護
学
校

」

「

宮
城
県
立
船
岡
支
援
学
校

」

「

宮
城
県
立
山
元
養
護
学
校

」

「

宮
城
県
立
山
元
支
援
学
校

」

「

宮
城
県
立
利
府
養
護
学
校

」

「

宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校

」

「

宮
城
県
立
養
護
学
校
岩
沼
高
等
学
園

」

「

宮
城
県
立
支
援
学
校
岩
沼
高
等
学
園

」

「

宮
城
県
立
養
護
学
校
小
牛
田
高
等
学
園

」

「

宮
城
県
立
支
援
学
校
小
牛
田
高
等
学
園

」

「

宮
城
県
立
ろ
う
学
校　
　

小
牛
田
校

」

「

宮
城
県
立
聴
覚
支
援
学
校　
　

小
牛
田
校

」

「

宮
城
県
立
角
田
養
護
学
校　
　

白
石
校

」

「

宮
城
県
立
角
田
支
援
学
校　
　

白
石
校

」

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

教
育
長
に
対
す
る
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

大　
　

村　
　

虔　
　

一　
　
　

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号

　
　
　

教
育
長
に
対
す
る
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

教
育
長
に
対
す
る
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
第
一
項
第
十
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

十
九　

訴
訟
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
二
条
第
一
項
中
第
九
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
八
号
を
第
十
号
と
し
、
第
七
号
を
第
九
号
と
し
、
第
六
号
中
「
第

十
九
号
」
を
「
第
二
十
号
」
に
改
め
、
同
号
を
第
八
号
と
す
る
。

　

第
二
条
第
一
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七　

前
条
第
一
項
第
十
九
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
、
訴
え
の
提
起
及
び
そ
の
取
下
げ
並
び
に
和
解
を
行
う
こ
と
以

外
の
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
二
条
第
一
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
中
「
第
九
号
」
を
「
第
十
号
」
に
改

め
、
同
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二　

教
育
庁
の
職
員
、
学
校
等
の
教
職
員
及
び
県
費
負
担
教
職
員
の
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百

六
十
一
号
）
第
二
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
休
職
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

県
費
負
担
教
職
員
の
任
免
等
の
内
申
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

大　
　

村　
　

虔　
　

一　
　
　

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号

　
　
　

県
費
負
担
教
職
員
の
任
免
等
の
内
申
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

県
費
負
担
教
職
員
の
任
免
等
の
内
申
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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様
式
第
一
号
、
様
式
第
三
号
及
び
様
式
第
四
号
中
「教

�

」
を
「教

�

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

教
育
職
員
の
免
許
状
の
有
効
期
間
の
更
新
等
に
関
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

大　
　

村　
　

虔　
　

一　
　
　

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号

　
　
　

教
育
職
員
の
免
許
状
の
有
効
期
間
の
更
新
等
に
関
す
る
規
則

　
　

（
趣
旨
）

第
一
条　

こ
の
規
則
は
、
教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
百
四
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
十

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
宮
城
県
教
育
委
員
会
の
所
管
に
係
る
教
育
職
員
の
免
許
状
の
有
効
期
間
の
更
新
及
び
延
長
並

び
に
免
許
状
更
新
講
習
（
法
第
九
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
免
許
状
更
新
講
習
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
課
程

を
修
了
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
確
認
（
以
下
「
更
新
講
習
修
了
確
認
」
と
い
う
。）
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

も
の
と
す
る
。

　

（
免
許
状
更
新
講
習
を
受
講
で
き
る
者
）

第
二
条　

免
許
状
更
新
講
習
規
則
（
平
成
二
十
年
文
部
科
学
省
令
第
十
号
。
以
下
「
更
新
講
習
規
則
」
と
い
う
。）
第

九
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
免
許
管
理
者
が
定
め
る
者
は
、
宮
城
県
内
の
公
立
学
校
の
教
育
職
員
（
法
第
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
教
育
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
と
し
て
任
命
さ
れ
た
者
の
う
ち
、
宮
城
県
内
の
教
育
委
員

会
の
職
員
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一　

教
育
長
又
は
教
育
次
長
の
職
に
あ
る
者

二　

教
育
委
員
会
の
事
務
局
に
置
か
れ
る
部
課
（
学
校
教
育
又
は
社
会
教
育
に
関
す
る
専
門
的
事
項
の
指
導
等
に
関

す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の
に
限
る
。）
の
長
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
職
に
あ
る
者

三　

教
育
機
関
（
学
校
教
育
又
は
社
会
教
育
に
関
す
る
専
門
的
事
項
の
指
導
等
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の
に

限
る
。）
の
長
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
職
に
あ
る
者

四　

管
理
主
事
、
指
導
主
事
又
は
社
会
教
育
主
事
の
職
に
あ
る
者

五　

前
各
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
準
じ
て
取
り
扱
う
必
要
が
あ
る
者
と
し
て
宮
城
県
教
育
委
員
会
教
育
長
（
以
下

「
県
教
育
長
」
と
い
う
。）
が
別
に
定
め
る
者

２　

更
新
講
習
規
則
第
九
条
第
一
項
第
三
号
の
免
許
管
理
者
が
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一　

宮
城
県
内
の
公
立
学
校
の
教
育
職
員
と
し
て
任
命
さ
れ
た
者
の
う
ち
、
任
命
権
者
の
要
請
に
応
じ
、
引
き
続
き

国
、
宮
城
県
、
宮
城
県
内
の
市
町
村
、
国
立
大
学
法
人
（
国
立
大
学
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
大
学
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
公
立
大
学
法
人
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法

（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
六
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
立
大
学
法
人
を
い
う
。）
又
は
独
立
行

政
法
人
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人

を
い
う
。）
の
職
員
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
に
準
じ
て
取
り
扱
う
必
要
が
あ

る
者
と
し
て
県
教
育
長
が
別
に
定
め
る
者

二　

教
育
職
員
と
し
て
任
命
又
は
雇
用
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
者
の
う
ち
、
宮
城
県
内
に
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
又
は
特
別
支
援
学
校
を
設
置
す
る
学
校
法
人
の
理
事
で
あ
る
者

三　

前
二
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
準
じ
て
取
り
扱
う
必
要
が
あ
る
者
と
し
て
県
教
育
長
が
別
に
定
め
る
者

　

（
更
新
講
習
修
了
確
認
を
受
け
る
義
務
を
課
す
者
）

第
三
条　

教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
文
部
科
学
省
令
第
九
号
。
以
下
「
改

正
省
令
」
と
い
う
。）
附
則
第
三
条
第
二
号
の
免
許
管
理
者
が
定
め
る
者
は
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
と
す
る
。

２　

改
正
省
令
附
則
第
三
条
第
三
号
の
免
許
管
理
者
が
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一　

宮
城
県
内
の
公
立
学
校
の
教
育
職
員
と
し
て
任
命
さ
れ
た
者
の
う
ち
、
任
命
権
者
の
要
請
に
応
じ
、
引
き
続
き

宮
城
県
、
宮
城
県
内
の
市
町
村
又
は
国
立
大
学
法
人
の
職
員
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
前
項
に
規
定
す
る

　

者
に
準
じ
て
取
り
扱
う
必
要
が
あ
る
者
と
し
て
県
教
育
長
が
別
に
定
め
る
者

二　

前
条
第
二
項
第
二
号
及
び
同
第
三
号
に
掲
げ
る
者

三　

前
二
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
準
じ
て
取
り
扱
う
必
要
が
あ
る
者
と
し
て
県
教
育
長
が
別
に
定
め
る
者

　

（
免
許
状
更
新
講
習
を
受
け
る
必
要
が
な
い
者
）

第
四
条　

教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
文
部
省
令
第
二
十
六
号
。
以
下
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。）

第
六
十
一
条
の
四
第
二
号
及
び
改
正
省
令
附
則
第
十
条
第
一
項
第
二
号
の
免
許
管
理
者
が
定
め
る
者
は
、
前
条
第
一

項
に
規
定
す
る
者
と
す
る
。

２　

施
行
規
則
第
六
十
一
条
の
四
第
四
号
の
免
許
管
理
者
が
定
め
る
者
は
、
第
二
条
第
二
項
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

３　

改
正
省
令
附
則
第
十
条
第
一
項
第
四
号
の
免
許
管
理
者
が
定
め
る
者
は
、
前
条
第
二
項
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

　

（
優
秀
教
員
表
彰
）

第
五
条　

施
行
規
則
第
六
十
一
条
の
四
第
五
号
及
び
改
正
省
令
附
則
第
十
条
第
一
項
第
五
号
の
免
許
管
理
者
が
指
定
す

る
表
彰
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
免
許
状
の
有
効
期
間
の
満
了
の
日
又
は
教
育
職
員
免
許
法
及
び

教
育
公
務
員
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
九
十
八
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。）

附
則
第
二
条
第
三
項
各
号
に
規
定
す
る
修
了
確
認
期
限
ま
で
の
十
年
間
に
行
わ
れ
た
も
の
と
す
る
。

　

一　

文
部
科
学
大
臣
に
よ
る
表
彰

　

二　

公
立
学
校
等
職
員
表
彰
（
平
成
十
五
年
十
月
七
日
付
け
教
第
三
百
三
十
四
号
教
育
長
通
知
）
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三　

宮
城
県
教
育
功
績
者
表
彰
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
七
号
）
第
三
条
第
一
号
に
規

定
す
る
表
彰

四　

仙
台
市
教
育
委
員
会
表
彰
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
仙
台
市
教
育
委
員
会
規
則
第
十
二
号
）
第
四
条
に
規
定
す
る

表
彰

　

（
有
効
期
間
の
更
新
の
申
請
）

第
六
条　

法
第
九
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
申
請
書
は
、
有
効
期
間
更
新
申
請
書
（
第
一
号
様
式
）
と
す
る
。

２　

法
第
九
条
の
二
第
二
項
の
免
許
管
理
者
が
定
め
る
書
類
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一　

免
許
状
の
写
し
又
は
免
許
状
授
与
証
明
書
、
前
回
の
有
効
期
間
の
更
新
の
際
に
発
行
さ
れ
た
有
効
期
間
更
新
証

明
書
（
施
行
規
則
第
六
十
一
条
の
十
に
規
定
す
る
普
通
免
許
状
又
は
特
別
免
許
状
の
有
効
期
間
の
更
新
に
関
す
る

証
明
書
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
又
は
有
効
期
間
延
長
証
明
書
（
施
行
規
則
第
六
十
一
条
の
十
に
規
定
す
る
普
通

免
許
状
又
は
特
別
免
許
状
の
有
効
期
間
の
延
長
に
関
す
る
証
明
書
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

二　

法
第
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
免
許
状
更
新
講
習
の
課
程
の
修
了
又
は
免
許
状
更
新
講
習
の
課
程
の
一
部
の
履

修
に
関
す
る
証
明
書

三　

戸
籍
抄
本

３　

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
規
則
第
六
十
一
条
の
四
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
申
請
す
る
場

合
に
お
け
る
法
第
九
条
の
二
第
二
項
の
申
請
書
は
、
免
許
状
更
新
講
習
免
除
に
よ
る
有
効
期
間
更
新
申
請
書
（
第
二

号
様
式
）
と
す
る
。

４　

前
項
の
申
請
の
場
合
に
お
け
る
法
第
九
条
の
二
第
二
項
の
免
許
管
理
者
が
定
め
る
書
類
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

一　

免
許
状
の
写
し
又
は
免
許
状
授
与
証
明
書
、
前
回
の
有
効
期
間
の
更
新
の
際
に
発
行
さ
れ
た
有
効
期
間
更
新
証

明
書
又
は
有
効
期
間
延
長
証
明
書

二　

戸
籍
抄
本

三　

前
条
に
規
定
す
る
表
彰
を
受
け
た
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
表
彰
を
証
す
る
書
類

　

（
有
効
期
間
の
延
長
の
申
請
）

第
七
条　

施
行
規
則
第
六
十
一
条
の
九
第
二
項
に
規
定
す
る
申
請
書
は
、
有
効
期
間
延
長
申
請
書
（
第
三
号
様
式
）
と

す
る
。

２　

施
行
規
則
第
六
十
一
条
の
九
第
二
項
の
免
許
管
理
者
が
定
め
る
書
類
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一　

免
許
状
の
写
し
又
は
免
許
状
授
与
証
明
書
、
前
回
の
有
効
期
間
の
更
新
の
際
に
発
行
さ
れ
た
有
効
期
間
更
新
証

明
書

二　

戸
籍
抄
本

三　

施
行
規
則
第
六
十
一
条
の
五
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

　

（
旧
免
許
状
所
持
現
職
教
員
の
申
請
）

第
八
条　

改
正
省
令
附
則
第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
申
請
書
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
申
請
の
区
分
に
応
じ
、
当
該

各
号
に
定
め
る
様
式
と
す
る
。

一　

改
正
省
令
附
則
第
九
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
申
請　

更
新
講
習
修
了
確
認
申
請
書
（
第
四
号
様
式
）

二　

改
正
省
令
附
則
第
九
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
申
請　

改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
第
三
号
の
確
認
申

請
書
（
第
五
号
様
式
）

三　

改
正
省
令
附
則
第
九
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
申
請　

修
了
確
認
期
限
延
期
申
請
書
（
第
六
号
様
式
）

四　

改
正
省
令
附
則
第
九
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
申
請　

免
許
状
更
新
講
習
免
除
認
定
申
請
書
（
第
七
号

様
式
）

２　

改
正
省
令
附
則
第
九
条
第
二
項
の
免
許
管
理
者
が
定
め
る
書
類
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一　

免
許
状
の
写
し
又
は
免
許
状
授
与
証
明
書
、
改
正
省
令
附
則
第
十
五
条
に
規
定
す
る
更
新
講
習
修
了
確
認
に
関

す
る
証
明
書
、
改
正
省
令
附
則
第
十
五
条
に
規
定
す
る
改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
第
三
号
の
確
認
に
関
す
る
証

明
書
、
改
正
省
令
附
則
第
十
五
条
に
規
定
す
る
改
正
法
附
則
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
修
了
確
認
期
限
の
延
期

に
関
す
る
証
明
書
又
は
改
正
省
令
附
則
第
十
五
条
に
規
定
す
る
改
正
法
附
則
第
二
条
第
五
項
括
弧
書
に
規
定
す
る

認
定
に
関
す
る
証
明
書

二　

戸
籍
抄
本

三　

法
第
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
免
許
状
更
新
講
習
の
課
程
の
修
了
又
は
免
許
状
更
新
講
習
の
課
程
の
一
部
の
履

修
に
関
す
る
証
明
書
（
前
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
申
請
の
場
合
に
限
る
。）

四　

改
正
省
令
附
則
第
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
前
項
第
三
号
の
申
請

の
場
合
に
限
る
。）

五　

第
五
条
に
規
定
す
る
表
彰
を
受
け
た
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
表
彰
を
証
す
る
書
類
（
前
項
第
四
号
の
申
請
の
場

合
に
限
る
。）

　

（
証
明
）

第
九
条　

第
六
条
第
三
項
及
び
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
書
に
は
、
そ
の
申
請
を
す
る
者
の
勤
務
す
る
又
は
勤

務
す
る
予
定
の
所
轄
庁
又
は
所
属
長
の
当
該
申
請
に
係
る
事
由
に
該
当
す
る
こ
と
の
証
明
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２　

第
八
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
申
請
書
に
は
、
そ
の
申
請
を
す
る
者
の
勤
務
す
る
所
轄
庁
又
は
所

属
長
の
当
該
申
請
に
係
る
事
由
に
該
当
す
る
こ
と
の
証
明
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
手
数
料
）

第
十
条　

第
六
条
か
ら
第
八
条
に
規
定
す
る
申
請
を
す
る
者
は
、
そ
の
申
請
書
に
宮
城
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年

宮
城
県
条
例
第
十
九
号
）
に
定
め
る
金
額
に
相
当
す
る
宮
城
県
の
収
入
証
紙
を
貼
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
委
任
）

第
十
一
条　

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
な
事
項
は
、
県
教
育
長
が
別
に
定
め
る
。
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第
１
号
様
式
（
第
６
条
関
係
）

有
効
期
間
更
新
申
請
書

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
県
教
育
委
員
会
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本

籍
地

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住

所
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
（
　
ふ
　
り
　
が
　
な
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏

名
 

 
印
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生

年
月

日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連

絡
先

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勤
務
（
予
定
）
校
・
機
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職

名
 

　
教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
24年

法
律
第
147号

）
第
９
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
，
下
記
の
と
お
り
免
許
状

の
有
効
期
間
の
更
新
を
申
請
し
ま
す
。

記
１
　
更
新
を
申
請
す
る
免
許
状

２
　
修
了
し
又
は
履
修
し
た
免
許
状
更
新
講
習

備
考
　
１
　
「
勤
務
(予
定
)校
・
機
関
」
及
び
「
職
名
」
欄
は
，
記
入
で
き
な
い
場
合
は
空
欄
と
す
る
こ
と
。

２
　
記
入
欄
が
不
足
す
る
場
合
は
，
枠
を
追
加
し
て
記
入
し
，
又
は
別
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
添
付

す
る
こ
と
。

３
　
２
の
「
対
象
免
許
種
」
欄
は
，
教
諭
（
幼
稚
園
，
小
学
校
，
中
学
校
，
高
等
学
校
又
は
特
別
支
援
学

校
の
教
諭
）
免
許
状
に
対
応
す
る
講
習
の
場
合
は
「
教
」
を
，
養
護
教
諭
免
許
状
に
対
応
す
る
講
習
の

場
合
は
「
養
」
を
，
栄
養
教
諭
免
許
状
に
対
応
す
る
講
習
の
場
合
は
「
栄
」
を
〇
印
で
囲
む
こ
と
（
複

数
あ
る
場
合
は
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
〇
印
で
囲
む
こ
と
。）。

免
許
状
に
記

載
の
本
籍
地

免
許
状
に
記

載
の
氏
名
　

授
　与
　権
　者

授
与
年
月
日

番
　
　
号

種
　
　
類

対
象
免
許
種

修
了
（
履
修
）
年
月
日

開
設
者

事
　
　
　
　
項

　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

教
職
に
つ
い
て
の
省
察
並
び
に
子
ど
も

の
変
化
，
教
育
政
策
の
動
向
及
び
学
校

の
内
外
に
お
け
る
連
携
協
力
に
つ
い
て

の
理
解
に
関
す
る
事
項

教
・
養
・
栄

教
・
養
・
栄

教
・
養
・
栄

　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

教
科
指
導
，
生
徒
指
導
そ
の
他
教
育
の

充
実
に
関
す
る
事
項

収
　
　
　
入

証
　
　
　
紙
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収
　
　
　
入

証
　
　
　
紙

第
２
号
様
式
（
第
６
条
関
係
）

免
許
状
更
新
講
習
免
除
に
よ
る
有
効
期
間
更
新
申
請
書

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
県
教
育
委
員
会
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本

籍
地

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住

所
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
（
　
ふ
　
り
　
が
　
な
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏

名
 

 
印
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生

年
月

日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連

絡
先

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勤
務
（
予
定
）
校
・
機
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職

名
 

　
教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
24年

法
律
第
147号

）
第
９
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
，
下
記
の
と
お
り
免
許
状

更
新
講
習
の
受
講
の
免
除
に
よ
る
有
効
期
間
の
更
新
を
申
請
し
ま
す
。

記
１
　
更
新
を
申
請
す
る
免
許
状

２
　
免
許
状
更
新
講
習
の
受
講
の
免
除
事
由

備
考
　
１
　
「
勤
務
(予
定
)校
・
機
関
」
及
び
「
職
名
」
欄
は
，
記
入
で
き
な
い
場
合
は
空
欄
と
す
る
こ
と
。

２
　
記
入
欄
が
不
足
す
る
場
合
は
，
枠
を
追
加
し
て
記
入
し
，
又
は
別
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
添
付

す
る
こ
と
。

　
 

　
［
証
明
者
記
入
欄
］

　
上
記
の
者
は
，
教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
（
昭
和
29年

文
部
省
令
第
26号

）
第
61条

の
４
に
規
定
す
る
者
に
該

当
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
。

　
　
年
　
　
月
　
　
日
 

印
　

　
　
備
考
　
上
記
２
の
免
除
事
由
に
該
当
す
る
こ
と
の
証
明
の
た
め
に
記
入
す
る
こ
と
。

免
許
状
に
記

載
の
本
籍
地

免
許
状
に
記

載
の
氏
名
　

授
　与
　権
　者

授
与
年
月
日

番
　
　
号

種
　
　
類

収
　
　
　
入

証
　
　
　
紙

第
３
号
様
式
（
第
７
条
関
係
）

有
効
期
間
延
長
申
請
書

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
県
教
育
委
員
会
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本

籍
地

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住

所
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
（
　
ふ
　
り
　
が
　
な
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏

名
 

 
印
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生

年
月

日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連

絡
先

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勤
務
（
予
定
）
校
・
機
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職

名
 

　
教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
24年

法
律
第
247号

）
第
９
条
の
２
第
５
項
及
び
教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
（
昭
和

29年
文
部
省
令
第
26号

）
第
61条

の
９
の
規
定
に
よ
り
，
下
記
の
と
お
り
，
免
許
状
の
有
効
期
間
の
延
長
を
申
請
し

ま
す
。

記
１
　
延
長
を
申
請
す
る
免
許
状

２
　
延
長
前
の
有
効
期
間
：
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

　
　
３
　
延
長
を
申
請
す
る
有
効
期
間
：
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

　
　
４
　
延
長
事
由
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
年
　
　
月
　
　
日
～
　
　
年
　
　
月
　
　
日
）

備
考
　
１
　
「
勤
務
(予
定
)校
・
機
関
」
及
び
「
職
名
」
欄
は
，
記
入
で
き
な
い
場
合
は
空
欄
と
す
る
こ
と
。

２
　
記
入
欄
が
不
足
す
る
場
合
は
，
枠
を
追
加
し
て
記
入
し
，
又
は
別
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
添
付

す
る
こ
と
。

　
 

　
［
証
明
者
記
入
欄
］

　
上
記
の
者
は
，
教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
（
昭
和
29年

文
部
省
令
第
26号

）
第
61条

の
５
に
規
定
す
る
事
由
に

該
当
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
。

　
　
年
　
　
月
　
　
日
 

印
　

　
　
備
考
　
上
記
４
の
延
長
事
由
に
該
当
す
る
こ
と
の
証
明
の
た
め
に
記
入
す
る
こ
と
。

免
許
状
に
記

載
の
本
籍
地

免
許
状
に
記

載
の
氏
名
　

授
　与
　権
　者

授
与
年
月
日

番
　
　
号

種
　
　
類



（15）　 平成21年３月24日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2044号　　 
第
４
号
様
式
（
第
８
条
関
係
）

更
新
講
習
修
了
確
認
申
請
書

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
県
教
育
委
員
会
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本

籍
地

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住

所
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
（
　
ふ
　
り
　
が
　
な
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏

名
 

 
印
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生

年
月

日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連

絡
先

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勤
務
校

・
機
関

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職

名
 

　
教
育
職
員
免
許
法
及
び
教
育
公
務
員
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
19年

法
律
第
98号

）
附
則
第
２
条

第
２
項
及
び
教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
20年

文
部
科
学
省
令
第
９
号
）
附
則
第

９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
，
下
記
の
と
お
り
，
免
許
状
更
新
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
確
認
を

申
請
し
ま
す
。

記
１
　
有
す
る
免
許
状

２
　
修
了
し
又
は
履
修
し
た
免
許
状
更
新
講
習

備
考
　
１
　
記
入
欄
が
不
足
す
る
場
合
は
，
枠
を
追
加
し
て
記
入
し
，
又
は
別
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
添
付

す
る
こ
と
。

２
　
２
の
「
対
象
免
許
種
」
欄
は
，
教
諭
（
幼
稚
園
，
小
学
校
，
中
学
校
，
高
等
学
校
又
は
特
別
支
援
学

校
の
教
諭
）
免
許
状
に
対
応
す
る
講
習
の
場
合
は
「
教
」
を
，
養
護
教
諭
免
許
状
に
対
応
す
る
講
習
の

場
合
は
「
養
」
を
，
栄
養
教
諭
免
許
状
に
対
応
す
る
講
習
の
場
合
は
「
栄
」
を
〇
印
で
囲
む
こ
と
（
複

数
あ
る
場
合
は
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
を
〇
印
で
囲
む
こ
と
。）。

免
許
状
に
記

載
の
本
籍
地

免
許
状
に
記

載
の
氏
名
　

授
　与
　権
　者

授
与
年
月
日

番
　
　
号

種
　
　
類

対
象
免
許
種

修
了
（
履
修
）
年
月
日

開
設
者

事
　
　
　
　
項

　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

教
職
に
つ
い
て
の
省
察
並
び
に
子
ど
も

の
変
化
，
教
育
政
策
の
動
向
及
び
学
校

の
内
外
に
お
け
る
連
携
協
力
に
つ
い
て

の
理
解
に
関
す
る
事
項

教
・
養
・
栄

教
・
養
・
栄

教
・
養
・
栄

　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

教
科
指
導
，
生
徒
指
導
そ
の
他
教
育
の

充
実
に
関
す
る
事
項

収
　
　
　
入

証
　
　
　
紙

第
５
号
様
式
（
第
８
条
関
係
）

教
育
職
員
免
許
法
及
び
教
育
公
務
員
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
　
　
　
　
　

法
律
附
則
第
２
条
第
３
項
第
３
号
の
確
認
申
請
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
県
教
育
委
員
会
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本

籍
地

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住

所
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
（
　
ふ
　
り
　
が
　
な
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏

名
 

 
印
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生

年
月

日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連

絡
先

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勤
務
校

・
機
関

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職

名
 

　
教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
20年

文
部
科
学
省
令
第
９
号
）
附
則
第
９
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
，
下
記
の
と
お
り
，
教
育
職
員
免
許
法
及
び
教
育
公
務
員
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
19年

法
律
第
98号

）
附
則
第
２
条
第
３
項
第
３
号
に
規
定
す
る
確
認
を
申
請
し
ま
す
。

記
１
　
有
す
る
免
許
状

２
　
修
了
し
又
は
履
修
し
た
免
許
状
更
新
講
習

備
考
　
記
入
欄
が
不
足
す
る
場
合
は
，
枠
を
追
加
し
て
記
入
し
，
又
は
別
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
添
付
す
る

こ
と
。

免
許
状
に
記

載
の
本
籍
地

免
許
状
に
記

載
の
氏
名
　

授
　与
　権
　者

授
与
年
月
日

番
　
　
号

種
　
　
類

修
了
（
履
修
）
年
月
日

開
　
　
設
　
　
者

事
　
　
　
　
項

　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

教
職
に
つ
い
て
の
省
察
並
び
に
子
ど
も

の
変
化
，
教
育
政
策
の
動
向
及
び
学
校

の
内
外
に
お
け
る
連
携
協
力
に
つ
い
て

の
理
解
に
関
す
る
事
項

　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

教
科
指
導
，
生
徒
指
導
そ
の
他
教
育
の

充
実
に
関
す
る
事
項

収
　
　
　
入

証
　
　
　
紙
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収
　
　
　
入

証
　
　
　
紙

第
６
号
様
式
（
第
８
条
関
係
）

修
了
確
認
期
限
延
期
申
請
書

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
県
教
育
委
員
会
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本

籍
地

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住

所
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
（
　
ふ
　
り
　
が
　
な
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏

名
 

 
印
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生

年
月

日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連

絡
先

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勤
務
校

・
機
関

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職

名
 

　
教
育
職
員
免
許
法
及
び
教
育
公
務
員
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
19年

法
律
第
98号

）
附
則
第
２
条

第
４
項
及
び
教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
20年

文
部
科
学
省
令
第
９
号
）
附
則
第

９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
，
下
記
の
と
お
り
，
修
了
確
認
期
限
の
延
期
を
申
請
し
ま
す
。

記
１
　
有
す
る
免
許
状

２
　
延
期
前
の
修
了
確
認
期
限
：
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

  ３
　
延
期
を
申
請
す
る
修
了
確
認
期
限
：
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

  ４
　
延
期
事
由
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
年
　
　
月
　
　
日
～
　
　
年
　
　
月
　
　
日
）

備
考
　
記
入
欄
が
不
足
す
る
場
合
は
，
枠
を
追
加
し
て
記
入
し
，
又
は
別
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
添
付
す
る

こ
と
。

　
 

　
［
証
明
者
記
入
欄
］

　
上
記
の
者
は
，
教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
20年

文
部
科
学
省
令
第
９
号
)附
則

第
７
条
第
１
項
に
規
定
す
る
事
由
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
。

　
　
年
　
　
月
　
　
日
 

印
　

　
　
備
考
　
上
記
４
の
延
期
事
由
に
該
当
す
る
こ
と
の
証
明
の
た
め
に
記
入
す
る
こ
と
。

免
許
状
に
記

載
の
本
籍
地

免
許
状
に
記

載
の
氏
名
　

授
　与
　権
　者

授
与
年
月
日

番
　
　
号

種
　
　
類

収
　
　
　
入

証
　
　
　
紙

第
７
号
様
式
（
第
８
条
関
係
）

免
許
状
更
新
講
習
免
除
申
請
書

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
県
教
育
委
員
会
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本

籍
地

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住

所
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
（
　
ふ
　
り
　
が
　
な
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏

名
 

 
印
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生

年
月

日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連

絡
先

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勤
務
校

・
機
関

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職

名
 

　
教
育
職
員
免
許
法
及
び
教
育
公
務
員
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
19年

法
律
第
98号

）
附
則
第
２
条

第
５
項
括
弧
書
及
び
教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
20年

文
部
科
学
省
令
第
９
号
）

附
則
第
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
，
下
記
の
と
お
り
，
免
許
状
更
新
講
習
の
受
講
の
免
除
を
申
請
し
ま
す
。

記
１
　
有
す
る
免
許
状

２
　
免
許
状
更
新
講
習
の
受
講
の
免
除
事
由

  備
考
　
記
入
欄
が
不
足
す
る
場
合
は
，
枠
を
追
加
し
て
記
入
し
，
又
は
別
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
添
付
す
る

こ
と
。

　
 

　
［
証
明
者
記
入
欄
］

　
上
記
の
者
は
，
教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
20年

文
部
科
学
省
令
第
９
号
)附
則

第
10条

第
１
項
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
。

　
　
年
　
　
月
　
　
日
 

印
　

　
　
備
考
　
上
記
２
の
免
除
事
由
に
該
当
す
る
こ
と
の
証
明
の
た
め
に
記
入
す
る
こ
と
。

免
許
状
に
記

載
の
本
籍
地

免
許
状
に
記

載
の
氏
名
　

授
　与
　権
　者

授
与
年
月
日

番
　
　
号

種
　
　
類



　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

教
育
職
員
の
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

大　
　

村　
　

虔　
　

一　
　
　

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号

　
　
　

教
育
職
員
の
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

教
育
職
員
の
免
許
状
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　

第
二
条
の
二
中
「
大
学
」
を
「
学
校
」
に
改
め
る
。

　

第
五
条
中
「
第
二
項
若
し
く
は
第
五
項
」
を
「
第
三
項
若
し
く
は
第
六
項
」
に
改
め
る
。

　

第
十
条
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
四
条
」
に
改
め
る
。

　

第
十
一
条
中
「
第
八
項
」
を
「
第
十
項
」
に
改
め
る
。

　

第
十
二
条
中
「
第
二
十
九
項
」
を
「
第
三
十
四
項
」
に
改
め
る
。

　

第
十
五
条
中
「
免
許
法
別
表
第
一
若
し
く
は
別
表
第
二
」
を
「
免
許
法
別
表
第
一
、
別
表
第
二
及
び
別
表
第
二
の
二

」
に
、「
第
六
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
五
条
の
二
」
に
、
同
条
第
八
号
中
「
単
位
修
得
証
明
書
」
を
「
単
位
修

得
証
明
書
及
び
免
許
状
更
新
講
習
（
修
了
）（
履
修
）
証
明
書
」
に
、
同
条
第
九
号
中
「
実
務
成
績
証
明
書
」
を
「
実

務
に
関
す
る
証
明
書
」
に
、「
第
十
条
の
表
備
考
第
三
号
」
を
「
第
十
条
の
表
備
考
第
二
号
」
に
改
め
る
。

　

第
十
五
条
の
二
中
「
前
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
」
を
「
前
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第

八
号
に
掲
げ
る
書
類
」
に
改
め
る
。

　

第
十
六
条
第
六
号
中
「
身
体
検
査
書
」
を
「
身
体
に
関
す
る
証
明
書
」
に
、
同
条
第
九
号
中
「
実
務
成
績
証
明
書
」

を
「
実
務
に
関
す
る
証
明
書
」
に
、
同
条
第
十
号
中
「
人
物
証
明
書
」
を
「
人
物
に
関
す
る
証
明
書
」
に
改
め
る
。

　

第
十
七
条
第
八
号
中
「
身
体
検
査
書
」
を
「
身
体
に
関
す
る
証
明
書
」
に
、
同
条
第
十
号
中
「
実
務
成
績
証
明
書
」

を
「
実
務
に
関
す
る
証
明
書
」
に
、
同
条
第
十
一
号
「
人
物
証
明
書
」
を
「
人
物
に
関
す
る
証
明
書
」
に
改
め
る
。

　

第
十
七
条
の
二
第
六
号
中
「
身
体
検
査
書
」
を
「
身
体
に
関
す
る
証
明
書
」
に
、
同
条
第
八
号
中
「
人
物
証
明
書
」

を
「
人
物
に
関
す
る
証
明
書
」
に
改
め
る
。

　

第
十
八
条
第
六
号
中
「
身
体
検
査
書
」
を
「
身
体
に
関
す
る
証
明
書
」
に
、「
実
務
成
績
証
明
書
」
を
「
実
務
に
関

す
る
証
明
書
」
に
、「
人
物
証
明
書
」
を
「
人
物
に
関
す
る
証
明
書
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
二
条
第
三
号
中
「
身
体
検
査
書
」
を
「
身
体
に
関
す
る
証
明
書
」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
七
号
（
表
）、
様
式
第
十
号
及
び
様
式
第
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様
式
第
７
号
（
表
）

備
　
考
　
基
礎
資
格
取
得
以
降
の
実
務
欄
　
　
イ
　
担
任
教
科
に
は
，
中
学
校
，
高
等
学
校
，
特
別
支
援
学
校
の

中
等
部
・
高
等
部
及
び
中
等
教
育
学
校
の
場
合
に
担
任
し
た
教

科
を
記
入
す
る
。

ロ
　
所
属
部
・
担
任
領
域
に
は
，
特
別
支
援
学
校
の
場
合
は
幼
，

小
，
中
，
高
の
別
及
び
担
任
し
た
特
別
支
援
教
育
領
域
を
，
中

等
教
育
学
校
の
場
合
は
前
期
課
程
又
は
後
期
課
程
の
別
を
記

入
す
る
。

　
　
　
　
最
近
五
か
年
の
実
務
欄
　
　
　
　
　
イ
　
（
　
）
内
に
は
，
特
別
支
援
学
校
の
場
合
は
幼
，
小
，
中
，

高
の
別
を
，
中
等
教
育
学
校
の
場
合
は
前
期
課
程
又
は
後
期
課

程
の
別
に
応
じ
て
前
又
は
後
を
記
入
す
る
。

実
　
務
　
に
　
関
　
す
　
る
　
証
　
明
　
書

　
 
年
　
　
月
　
　
日
生

生
年

月
日

氏
名

職
名

勤
　
務
　
状
　
況

幼
・
少
の
場
合

中
・
高
の
場
合

校
務
分
掌

職　名
勤
務
校

項目　　　　

　　　　年度
最　近　五　か　年　の　実　務

計

欠
勤

日
数

病
休

日
数

休
職
等

期
間

担
任
し

な
か
っ

た
期
間

学
級
担

任
し
な

い
と
き

の
職
務

担
任

学
年

担
任

週
時

間
数

担
任

教
科

担
任

学
年

担
任
領
域

（
 
）

（
 
）

（
 
）

（
 
）

（
 
）

（
 
）

（
 
）

（
 
）

（
 
）

（
 
）

現
在

勤
務
校

（
種
　
類
） 

（
教
　
科
） 
        

出
願

免
許
状

（
免
許
状
） 

（
卒
業
学
校
等
）　
　
　
　

（
取
得
年
月
日
）

基
礎

資
格

実
　
　
務
　
　
の
　
　
記
　
　
録

所
属
部
・

担
任
領
域

担
任
教
科

職
名

勤
務
校

�
－
�

期
　
　
　
　
　
　
間

（最近五か年を除く）

基礎資格取得以降の実務

�
左
記
期
間
中
の

　
休
職
等
期
間

�
年
月
日
か
ら
年
月
日
ま
で

小
　
　
　
　
計

様
式
第
10号

身
　
体
　
に
　
関
　
す
　
る
　
証
　
明
　
書

　
本
　
　
籍

　
住
　
　
所

　
氏
　
　
名

 
年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
生
　

　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
�

体
重

　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
�

身
長

・
右

矯
正

視
力

・
右

視
力

右

聴
力

・
左

・
左

左

疾
病

異
常

そ
の

他

特
記
す
べ
き

事
項

　
　
　
上
記
の
と
お
り
，
相
違
な
い
こ
と
を
証
明
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
　
所

　
　
　
　
　
　
　
　
医
　
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
　
名
 

印
　
　
　



　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
職
員
等
の
旅
費
及
び
費
用
弁
償
の
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

大　
　

村　
　

虔　
　

一　
　
　

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号

　
　
　

宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
職
員
等
の
旅
費
及
び
費
用
弁
償
の
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
職
員
等
の
旅
費
及
び
費
用
弁
償
の
支
給
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
宮
城
県
教
育
委
員
会

規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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様
式
第
11号

人
　
物
　
に
　
関
　
す
　
る
　
証
　
明
　
書 

年
　
　
月
　
　
日
生

氏
名

職
名

勤
務
校

観
　
　
察
　
　
事
　
　
項
　
　（
該
当
欄
に
〇
を
付）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
る
こ
と

５
４

３
２

１

責
任
を
積
極
的

に
し
か
も
完
全

に
は
た
す

責
任
を
十
分
に

は
た
す

責
任
を
は
た
す

責
任
は
は
た
す

が
不
十
分
で
あ

る

や
や
も
す
れ
ば

責
任
を
回
避
し

が
ち
で
あ
る

責任感

す
べ
て
の
人
と

積
極
的
に
協
力

し
て
仕
事
を
す

る

多
く
の
人
と
協

力
し
て
仕
事
を

す
る

協
力
し
て
仕
事

を
す
る

協
力
し
て
仕
事

を
す
る
が
範
囲

が
せ
ま
い

協
力
し
て
仕
事

を
す
る
こ
と
が

少
な
い

協調性

す
ぐ
れ
た
計
画

性
が
あ
り
着
眼

も
よ
く
計
画
は

周
到
で
あ
る
 

計
画
性
が
あ
り

着
眼
も
良
好
で

あ
る

計
画
性
が
あ

る
 

着
眼
は
よ
い
が

計
画
性
が
や
や

少
な
い

計
画
性
が
少
な

く
着
眼
性
も
あ

ま
り
よ
く
な
い

計画性

誠
実
で
多
く
の

人
々
か
ら
全
面

的
に
信
頼
さ
れ

る

誠
実
で
人
々
か

ら
の
信
頼
が
あ

つ
い

誠
実
で
信
頼
さ

れ
る

一
応
信
頼
さ
れ

る
が
い
く
ら
か

誠
実
さ
に
欠
け

る
と
こ
ろ
が
あ

る

誠
実
さ
に
や
や

欠
け
る
と
こ
ろ

が
あ
り
信
頼
が

う
す
い

信頼度

あ
ら
ゆ
る
場
合

に
中
正
で
適
確

な
判
断
を
す
る

中
正
で
適
確
な

判
断
を
す
る

中
正
な
判
断
を

す
る

お
お
む
ね
中
正

な
判
断
を
す
る

が
適
確
と
は
い

え
な
い

や
や
も
す
れ
ば

判
断
に
適
確
を

欠
く
こ
と
が
あ

る

判断力

言
動
に
非
常
に

明
快
で
動
作
に

節
度
が
あ
り
品

位
も
失
わ
な
い

言
語
は
明
快
で

動
作
に
節
度
が

あ
る
 

言
語
，
動
作
と

も
普
通
で
あ
る

言
動
に
慎
重
で

あ
る
が
や
や
明

快
さ
や
節
度
に

欠
け
る
と
こ
ろ

が
あ
る

言
動
に
慎
重
を

欠
き
が
ち
で
あ

る
言　動こ
の
人
の
特
性
・
能
 

力
・
態
度
等
で
特
記

し
た
い
事
項
　
　
　

　
所
　
見

　
　
　
　
　
上
記
の
と
お
り
証
明
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
　
　
　
　
所
　
属
　
長
 

印
　
　

　
所
　
見

　
　
　
　
　
上
記
の
と
お
り
証
明
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
　
　
　
　
所
　
轄
　
庁
 

印
　
　

　

別
表
（
そ
の
一
）
教
育
職
給
料
表�
の
項
を
削
り
、
同
表
中

「

教 育 職
給 料 表
�

教 育 職
給 料 表
�

」
を

「

教 育 職
給 料 表
�

教 育 職
給 料 表
�

」
に
、

「

３級の５号俸
か ら20号 俸
まで
２ 級 の61号
俸以上

２ 級 の49号
俸以上

３級の４号俸
以下
２ 級 の45号
俸 か ら60号
俸まで

２ 級 の37号
俸 か ら48号
俸まで

」
を

「

３級の５号俸
か ら20号 俸
まで
特２級の21
号俸以上
２ 級 の61号
俸以上

特２級の21
号俸以上
２ 級 の49号
俸以上

３級の４号俸
以下
特２級の20
号俸以下
２ 級 の45号
俸 か ら60号
俸まで

特２級の20
号俸以下
２ 級 の37号
俸 か ら48号
俸まで

」
に
改
め
る
。

　

別
表
（
そ
の
二
）
教
育
職
給
料
表�
の
項
を
削
り
、
同
表
中

「

教 育 職
給 料 表
�

を
「

教 育 職
給 料 表
�

に
、



　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
二
号

　

事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

教　
育　
長　
　

小　
　

林　
　

伸　
　

一　
　
　

　
　
　

事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

事
務
決
裁
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
第
四
号
の
表
第
二
号
５
中
「
教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
附
則
第
十
条
第
一
項

第
六
号
の
規
定
に
基
づ
き
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
者
に
関
す
る
告
示（
平
成
二
十
年
文
部
科
学
省
告
示
第
五
十
一
号
。

以
下
「
告
示
第
五
十
一
号
」
と
い
う
。）
第
一
号
に
規
定
す
る
」
を
「
教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百

四
十
七
号
）
第
九
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
免
許
状
更
新
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
一
第
四
号
の
表
第
五
号
１
中
「（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）」
を
削
り
、「
第
五
条
」
の
下
に
「
、

第
十
六
条
の
二
か
ら
第
十
六
条
の
四
ま
で
、
第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
」
を
加
え
る
。

　

別
表
第
一
第
四
号
の
表
第
五
号
２
を
４
と
し
、
１
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

 

　

別
表
第
二
第
一
号
の
表
第
一
号
９
中
「
告
示
第
五
十
一
号
第
一
号
に
規
定
す
る
」
を
「
教
育
職
員
免
許
法
第
九
条
の

三
第
一
項
に
規
定
す
る
免
許
状
更
新
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
三
号

　

地
方
機
関
等
文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

教　
育　
長　
　

小　
　

林　
　

伸　
　

一　
　
　

　
　
　

地
方
機
関
等
文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

地
方
機
関
等
文
書
規
程
（
昭
和
四
十
八
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
中 

を

 

「
宮
城
県
立
盲
学
校 

宮　

盲　

　

宮
城
県
立
ろ
う
学
校 

宮
ろ
う　

　

宮
城
県
立
光
明
養
護
学
校 

光　

養　

　

宮
城
県
立
拓
桃
養
護
学
校 

拓　

養　

　

宮
城
県
立
西
多
賀
養
護
学
校 

西　

養　

　

宮
城
県
立
石
巻
養
護
学
校 

石　

養　

　

宮
城
県
立
気
仙
沼
養
護
学
校 

気　

養　

　

宮
城
県
立
名
取
養
護
学
校 

名　

養　

　

宮
城
県
立
角
田
養
護
学
校 

角　

養　

　

宮
城
県
立
迫
養
護
学
校 

迫　

養　

　

宮
城
県
立
金
成
養
護
学
校 

金　

養　

　

宮
城
県
立
古
川
養
護
学
校 

古　

養　

　

宮
城
県
立
船
岡
養
護
学
校 

船　

養　

　

宮
城
県
立
山
元
養
護
学
校 

山　

養　

　

宮
城
県
立
利
府
養
護
学
校 

利　

養　

　

宮
城
県
立
養
護
学
校
岩
沼
高
等
学
園 

養
岩
学　

　

宮
城
県
立
養
護
学
校
小
牛
田
高
等
学
園 

養
小
学
」

「
宮
城
県
立
視
覚
支
援
学
校 

宮
視
支　

　

宮
城
県
立
聴
覚
支
援
学
校 

宮
聴
支　

　

宮
城
県
立
光
明
支
援
学
校 

光　

支　

　

宮
城
県
立
拓
桃
支
援
学
校 

拓　

支　

　

宮
城
県
立
西
多
賀
支
援
学
校 

西　

支　

　

宮
城
県
立
石
巻
支
援
学
校 

石　

支　

　

宮
城
県
立
気
仙
沼
支
援
学
校 

気　

支　
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教 育 職
給 料 表
�

」

教 育 職
給 料 表
�

」

「

２級２級

」
を

「

特２級特２級

２級２級

」
に
改
め
る
。

２　

教
育
職
員
免
許
法
第
九
条
の
二
に
基
づ
く
免
許
状
の
有
効
期
間
の
更
新
及
び
延
長
に
関
す
る
事
務

３　

教
育
職
員
免
許
法
及
び
教
育
公
務
員
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
九

十
八
号
）
附
則
第
二
条
に
基
づ
く
更
新
講
習
修
了
確
認
及
び
修
了
確
認
期
限
の
延
期
等
に
関
す
る
事

課　
　

長

務

課　
　

長



 　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
四
号

　

宮
城
県
教
育
委
員
会
職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

教　
育　
長　
　

小　
　

林　
　

伸　
　

一　
　
　

　
　
　

宮
城
県
教
育
委
員
会
職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

宮
城
県
教
育
委
員
会
職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
（
平
成
二
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
学
校
保
健
法
」
を
「
学
校
保
健
安
全
法
」
に
改
め
、「
以
下
「
保
健
法
」
と
い
う
。」
を
削
る
。

　

第
十
七
条
中
「
宮
城
県
教
育
委
員
会
」
を
「
教
育
委
員
会
」
に
改
め
る
。

　

第
十
九
条
第
一
項
第
四
号
中
「
指
名
す
る
者
。」
を
「
指
名
す
る
者
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
認
め
る
者
。」
を

「
認
め
る
者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
本
文
中
「
、
五
人
と
し
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
健
康
管
理
医
」
の
下
に

「（
選
任
さ
れ
て
い
る
所
属
所
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
項
第
四
号
中
「
指
名
す
る
者
。」
を
「
指
名
す
る
者
」
に
改
め

る
。

　

第
三
十
二
条
第
一
項
第
六
号
中
「
成
人
病
」
を
「
生
活
習
慣
病
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条　

削
除

　

第
三
十
六
条
第
二
項
中
「
一
月
以
内
に
別
に
医
師
の
診
断
を
受
け
、
当
該
診
断
書
」
を
「
速
や
か
に
医
療
機
関
等
が

行
う
健
康
診
断
を
受
け
、
診
断
書
又
は
そ
の
結
果
を
証
明
す
る
書
面
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
八
条
第
一
項
中
「
そ
の
結
果
を
別
表
の
健
康
管
理
指
導
区
分
に
よ
り
判
定
す
る
も
の
と
し
、
必
要
な
意
見
を

　

宮
城
県
立
名
取
支
援
学
校 

名　

支　

　

宮
城
県
立
角
田
支
援
学
校 

角　

支　

　

宮
城
県
立
迫
支
援
学
校 

迫　

支　

　

宮
城
県
立
金
成
支
援
学
校 

金　

支　

　

宮
城
県
立
古
川
支
援
学
校 

古　

支　

　

宮
城
県
立
船
岡
支
援
学
校 

船　

支　

　

宮
城
県
立
山
元
支
援
学
校 

山　

支　

　

宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校 

利　

支　

　

宮
城
県
立
支
援
学
校
岩
沼
高
等
学
園 

支
岩
学　

　

宮
城
県
立
支
援
学
校
小
牛
田
高
等
学
園 

支
小
学
」

に
改
め
る
。

付
し
て
」
を
「
別
表
一
の
判
定
区
分
に
よ
り
判
定
し
た
結
果
を
健
康
診
断
を
受
け
た
職
員
及
び
所
属
長
に
対
し
通
知
す

る
と
と
も
に
、」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
受
け
た
と
き
は
、
所
属
長
及
び
健
康
診
断
を
受
け
た
職
員
に
対
し
、
当

該
健
康
診
断
の
結
果
を
通
知
す
る
と
と
も
に
」
を
「
受
け
た
と
き
に
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
所
属
長
及
び
健
康
診
断

を
受
け
た
職
員
に
対
し
」
に
改
め
る
。

　

第
四
十
条
中
「
必
要
に
応
じ
て
健
康
管
理
医
と
協
議
の
上
」
を
「
別
表
二
の
健
康
管
理
指
導
区
分
に
よ
り
」
に
、「
講

ず
る
も
の
と
す
る
」
を
「
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
る
。

　

別
表

を別
表
二

と
し
、
附
則
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

　

別
表
一

　

判
定
区
分

　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
安
委
員
会

（21）　 平成21年３月24日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2044号　　 

異
常
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
を
い
う

異
常
を
認
め
ず

判　定　区　分

定
期
的
に
医
師
に
よ
る
観
察
指
導
が
必
要
な
も
の
を
い
う

要
観
察

早
期
に
再
検
査
が
必
要
な
も
の
を
い
う

要
再
検
査

医
師
に
よ
る
医
療
行
為
が
必
要
な
も
の
を
い
う

要
医
療

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
４
号

　
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
平
成
21年
３
月
24日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
藤
�
　
三
郎
助
　
　
　

　
　
　
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
（
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
改
正
）

第
１
条
　
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
（
平
成
13年
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
１
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
目
次
中
「
第
41条
」
を
「
第
41条
の
２
」
に
改
め
る
。

　
第
11条
第
１
項
中
「
別
表
」
を
「
別
表
第
２
」
に
改
め
る
。

　
第
14条
中
「
法
第
71条
第
１
項
第
６
号
」
を
「
法
第
71条
第
６
号
」
に
改
め
る
。

　
第
37条
の
次
に
次
の
１
条
を
加
え
る
。

　
　
（
運
転
免
許
取
得
者
教
育
機
関
の
認
定
申
請
等
の
手
続
）
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第
37条

の
２
　
法
第
108条

の
32の

２
第
１
項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
運
転
免
許
取
得
者
教
育
の
認
定
に

関
す
る
規
則
（
平
成
12年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
４
号
。
以
下
「
認
定
規
則
」
と
い
う
。）
第
５
条
第
１
項
に

規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
及
び
同
条
第
２
項
に
規
定
す
る
添
付
書
類
の
提
出
並
び
に
認
定
規
則
第
７
条

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
公
安
委
員
会
に
行
う
場
合
は
、
運
転
免
許
課
長
を
経
由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
第
９
章
中
第
41条

の
次
に
次
の
１
条
を
加
え
る
。

　
　
（
認
知
機
能
検
査
に
従
事
す
る
者
）

第
41条

の
２
　
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
に
お
け
る
年
齢
が
75歳

以
上
の
者
に
対
し
て
行
う
介
護
保
険
法
（
平
成
９

年
法
律
第
123号

）
第
８
条
第
16項

に
規
定
す
る
記
憶
機
能
及
び
そ
の
他
の
認
知
機
能
に
関
す
る
検
査
（
以
下

「
認
知
機
能
検
査
」
と
い
う
。）
に
従
事
す
る
者
は
、
年
齢
が
25歳

以
上
で
、
公
安
委
員
会
が
行
う
認
知
機
能
検

査
の
実
施
に
必
要
な
技
能
及
び
知
識
に
関
す
る
講
習
を
修
了
し
た
者
と
す
る
。

　
別
表
第
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
２
（
第
11条

関
係
）

区
　
　
　
　
　
　
　
　
間

路
　
線
　
名

番
号

白
石
市
越
河
字
荒
井
地
内
福
島
県
境
か
ら

栗
原
市
金
成
方
馬
合
手
柄
地
内
岩
手
県
境
ま
で

東
北
縦
貫
自
動
車
道
弘

前
線

１

柴
田
郡
村
田
町
大
字
足
立
字
中
ノ
久
保
地
内
か
ら

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
今
宿
字
石
橋
地
内
山
形
県
境
ま
で

東
北
横
断
自
動
車
道
酒

田
線

２

白
石
市
越
河
字
樋
口
地
内
福
島
県
境
か
ら

栗
原
市
金
成
有
壁
下
大
沢
田
地
内
岩
手
県
境
ま
で

一
般
国
道
４
号

３

仙
台
市
若
林
区
土
樋
104番

６
先
か
ら

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
９
番
２
号
先
ま
で

一
般
国
道
４
号

４

仙
台
市
太
白
区
長
町
一
丁
目
121番

１
先
か
ら

仙
台
市
青
葉
区
土
樋
一
丁
目
114番

２
先
ま
で

一
般
国
道
４
号

５

名
取
市
植
松
字
入
生
341番

１
先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
八
本
松
一
丁
目
27番

17先
ま
で

一
般
国
道
４
号

６

栗
原
市
築
館
字
沢
入
72番

１
先
か
ら

栗
原
市
築
館
源
光
101番

７
先
ま
で

一
般
国
道
４
号

７

亘
理
郡
山
元
町
坂
元
字
大
森
地
内
福
島
県
境
か
ら

岩
沼
市
藤
波
二
丁
目
７
番
１
先
ま
で

一
般
国
道
６
号

８

亘
理
郡
亘
理
町
逢
隈
牛
袋
字
北
新
丁
19番

先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
字
柳
原
40番

７
先
ま
で

一
般
国
道
６
号
（
仙
台

東
部
道
路
）

９

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
９
番
２
号
先
か
ら

気
仙
沼
市
字
松
川
149番

先
ま
で

一
般
国
道
45号

10

仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
字
柳
原
40番

７
先
か
ら

宮
城
郡
利
府
町
春
日
字
山
岸
２
番
３
先
ま
で

一
般
国
道
45号
（
三
陸

縦
貫
自
動
車
道
）

11

宮
城
郡
松
島
町
根
廻
字
桐
田
15番

１
先
か
ら

登
米
市
中
田
町
浅
水
字
新
十
三
号
38番

１
先
ま
で

一
般
国
道
45号
（
三
陸

縦
貫
自
動
車
道
）

12

大
崎
市
古
川
字
本
鹿
島
256番

１
先
か
ら

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
西
原
33番

４
先
山
形
県
境
ま
で

一
般
国
道
47号

13

宮
城
郡
利
府
町
加
瀬
字
船
岡
地
内
先
か
ら

宮
城
郡
利
府
町
沢
乙
字
唄
沢
35番

85先
ま
で

一
般
国
道
47号
（
仙
台

北
部
道
路
）

14

遠
田
郡
涌
谷
町
字
下
道
78番

１
先
（
南
向
側
）
か
ら

大
崎
市
古
川
字
上
古
川
屋
敷
77番

１
先
ま
で

一
般
国
道
108号

15

仙
台
市
太
白
区
鹿
野
二
丁
目
20番

１
先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
山
田
字
清
太
原
地
内
先
ま
で

一
般
国
道
286号

16

名
取
市
高
舘
熊
野
堂
字
余
方
下
東
無
番
地
先
か
ら

名
取
市
高
舘
熊
野
堂
字
余
方
川
端
無
番
地
先
ま
で

一
般
国
道
286号

17

仙
台
市
太
白
区
茂
庭
字
人
来
田
東
地
内
先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
坪
沼
字
赤
石
山
２
番
40先

ま
で

一
般
国
道
286号

18

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
支
倉
字
中
原
裏
山
15番

１
先
か
ら

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
今
宿
字
石
橋
33番

１
先
ま
で

一
般
国
道
286号

19

仙
台
市
若
林
区
河
原
町
二
丁
目
５
番
１
先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
長
町
一
丁
目
119番

１
先
ま
で

主
要
地
方
道
井
土
長
町

線
20

宮
城
郡
利
府
町
中
央
三
丁
目
13番

２
先
か
ら

宮
城
郡
利
府
町
利
府
字
新
揺
橋
116番

１
先
ま
で

主
要
地
方
道
塩
釜
吉
岡

線
21

宮
城
郡
利
府
町
沢
乙
字
唄
沢
４
番
５
先
か
ら

黒
川
郡
大
和
町
落
合
舞
野
字
渉
戸
東
95番

３
先
ま
で

主
要
地
方
道
塩
釜
吉
岡

線
22

宮
城
郡
利
府
町
神
谷
沢
字
館
ノ
内
２
番
２
先
か
ら

宮
城
郡
松
島
町
根
廻
字
桐
田
15番

１
先
ま
で

主
要
地
方
道
仙
台
松
島

線
23

仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切
一
丁
目
294番

３
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切
字
羽
黒
前
２
番
20先

ま
で

主
要
地
方
道
仙
台
松
島

線
24

多
賀
城
市
町
前
三
丁
目
５
番
１
先
か
ら

多
賀
城
市
町
前
一
丁
目
186番

地
先
ま
で

主
要
地
方
道
塩
釜
亘
理

線
25

仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
字
沼
頭
４
番
２
先
か
ら

仙
台
市
若
林
区
藤
塚
字
中
道
下
地
内
先
ま
で

主
要
地
方
道
塩
釜
亘
理

線
26

名
取
市
閖
上
一
丁
目
無
番
地
先
か
ら

岩
沼
市
下
野
郷
字
新
田
１
番
２
先
ま
で

主
要
地
方
道
塩
釜
亘
理

線
27

亘
理
郡
亘
理
町
荒
浜
字
篠
子
橋
６
番
１
先
か
ら

亘
理
郡
亘
理
町
字
旧
舘
61番

21先
ま
で

主
要
地
方
道
塩
釜
亘
理

線
28

塩
竈
市
港
町
一
丁
目
75番

地
先
か
ら

塩
竈
市
港
町
二
丁
目
127番

地
先
ま
で

主
要
地
方
道
塩
釜
港
線

29

名
取
市
下
増
田
字
小
沼
55番

１
先
か
ら

名
取
市
植
松
字
新
橋
105番

１
先
ま
で

主
要
地
方
道
仙
台
空
港

線
30
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（
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
改
正
）

第
２
条
　
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
34条

第
１
項
第
１
号
中
「
70歳

以
上
の
者
」
の
次
に
「（
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
に
お
け
る
年
齢
が
75歳

以

上
の
者
に
あ
っ
て
は
、
法
第
101条

の
４
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
く
認
知
機
能
検
査
を
受
け
、
認
知
機
能
が
低
下
し

て
い
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
た
も
の
に
限
る
。
以
下
第
３
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
項
第
２
号
中

「
特
定
任
意
高
齢
者
講
習
（
簡
易
）」
を
「
も
の
（
以
下
「
簡
易
講
習
」
と
い
う
。）」

に
改
め
、
同
項
第
３
号
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

�
　
前
２
号
に
掲
げ
る
講
習
以
外
の
も
の
で
、
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
に
お
け
る
年
齢
が
70歳

以
上
の
者
が
、

次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
更
新
申
請
日
前
６
月
以
内
に
任
意
に
受
講
で
き
る
も
の
（
以
下
「
シ
ニ
ア
運
転
者

講
習
」
と
い
う
。）

　
　
ア
　
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
に
お
け
る
年
齢
が
75歳

未
満
の
者

　
　
イ
　
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
に
お
け
る
年
齢
が
75歳

以
上
の
者

　
第
34条

第
２
項
の
表
中
「
及
び
特
定
任
意
高
齢
者
講
習
（
簡
易
及
び
通
常
）」
を
「
、
簡
易
講
習
及
び
シ
ニ
ア
運

転
者
講
習
」
に
、「
特
定
任
意
高
齢
者
講
習
（
簡
易
）」
を
「
簡
易
講
習
」
に
、「
特
定
任
意
高
齢
者
講
習
（
通
常
）」

仙
台
市
若
林
区
六
丁
の
目
西
町
23番

１
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
高
砂
一
丁
目
31番

７
先
ま
で

主
要
地
方
道
仙
台
塩
釜

線
31

多
賀
城
市
町
前
一
丁
目
125番

７
先
か
ら

塩
竈
市
港
町
一
丁
目
75番

地
先
ま
で

主
要
地
方
道
仙
台
塩
釜

線
32

仙
台
市
若
林
区
今
泉
字
二
木
西
25番

１
先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
茂
庭
字
人
来
田
中
57番

先
ま
で

主
要
地
方
道
仙
台
南
イ

ン
タ
ー
線

33

仙
台
市
太
白
区
富
田
字
八
幡
西
147番

先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
山
田
字
清
太
原
12番

先
ま
で

主
要
地
方
道
仙
台
南
イ

ン
タ
ー
線

34

塩
竈
市
芦
畔
町
115番

２
先
か
ら

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
遠
山
四
丁
目
12番

195先
ま
で

主
要
地
方
道
塩
釜
七
ヶ

浜
多
賀
城
線

35

多
賀
城
市
八
幡
四
丁
目
117番

１
先
か
ら

多
賀
城
市
栄
四
丁
目
13番

３
先
ま
で

主
要
地
方
道
塩
釜
七
ヶ

浜
多
賀
城
線

36

仙
台
市
若
林
区
大
和
町
五
丁
目
712番

１
先
か
ら

仙
台
市
若
林
区
木
ノ
下
二
丁
目
27番

８
先
ま
で

一
般
県
道
荒
浜
原
町
線

　
　
　

37

亘
理
郡
亘
理
町
逢
隈
中
泉
字
大
原
236番

地
先
か
ら

亘
理
郡
亘
理
町
逢
隈
牛
袋
字
北
新
丁
20番

２
先
ま
で

一
般
県
道
亘
理
イ
ン

タ
ー
線

38

岩
沼
市
押
分
字
須
加
原
129番

１
先
か
ら

岩
沼
市
末
広
二
丁
目
340番

４
先
ま
で

一
般
県
道
岩
沼
海
浜
緑

地
線

39

宮
城
郡
利
府
町
菅
谷
台
四
丁
目
41番

６
先
か
ら

宮
城
郡
利
府
町
神
谷
沢
字
化
粧
坂
66番

１
先
ま
で

一
般
県
道
利
府
岩
切
停

車
場
線

40

仙
台
市
若
林
区
土
樋
104番

６
先
か
ら

仙
台
市
若
林
区
河
原
町
二
丁
目
５
番
１
先
ま
で

市
道
土
樋
藤
塚
線
（
そ

の
１
）

41

仙
台
市
太
白
区
長
町
一
丁
目
121番

１
先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
長
町
三
丁
目
２
番
２
先
ま
で

市
道
原
町
広
岡
線
（
そ

の
２
）

42

仙
台
市
太
白
区
鹿
野
二
丁
目
20番

１
先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
長
町
七
丁
目
201番

23先
ま
で

市
道
長
町
２
号
線

43

仙
台
市
宮
城
野
区
宮
城
野
二
丁
目
373番

６
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
宮
城
野
二
丁
目
422番

２
先
ま
で

市
道
八
軒
小
路
原
町
坂

下
線

44

仙
台
市
宮
城
野
区
苦
竹
四
丁
目
270番

３
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
日
の
出
町
三
丁
目
８
番
11先

ま
で

市
道
元
寺
小
路
福
室
線

（
そ
の
２
）

45

仙
台
市
宮
城
野
区
扇
町
三
丁
目
５
番
１
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
鶴
巻
一
丁
目
1022番

12先
ま
で

市
道
元
寺
小
路
福
室
線

（
そ
の
４
）

46

仙
台
市
宮
城
野
区
福
室
字
県
道
前
113番

先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
字
石
橋
116番

１
先
ま
で

市
道
鶴
ケ
谷
仙
台
港
線

（
そ
の
３
）

47

仙
台
市
太
白
区
長
町
一
丁
目
119番

５
先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
郡
山
四
丁
目
156番

１
先
ま
で

市
道
元
寺
小
路
郡
山
線

48

仙
台
市
太
白
区
東
郡
山
二
丁
目
522番

１
先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
郡
山
字
源
兵
衛
東
19番

３
先
ま
で

市
道
元
寺
小
路
郡
山
線

49

仙
台
市
若
林
区
六
丁
の
目
東
町
７
番
15号

先
か
ら

仙
台
市
若
林
区
六
丁
の
目
東
町
５
番
先
（
南
東
角
）
ま
で

市
道
原
町
東
部
第
三
幹

線
３
号
線

50

岩
沼
市
下
野
郷
字
西
原
１
番
先
か
ら

岩
沼
市
下
野
郷
字
藤
曽
根
71番

１
先
ま
で

市
道
相
野
釜
藤
曽
根
線

51

岩
沼
市
館
下
二
丁
目
25番

15先
か
ら

岩
沼
市
吹
上
二
丁
目
15番

１
先
ま
で

市
道
西
大
町
線

52

岩
沼
市
押
分
字
須
加
原
129番

１
先
か
ら

岩
沼
市
押
分
字
須
加
原
129番

１
先
ま
で

市
道
二
野
倉
工
業
団
地

１
号
線

53

岩
沼
市
押
分
字
須
加
原
129番

１
先
か
ら

岩
沼
市
押
分
字
須
加
原
122番

先
ま
で

市
道
二
野
倉
工
業
団
地

２
号
線

54

岩
沼
市
押
分
字
新
大
同
159番

１
先
か
ら

岩
沼
市
押
分
字
新
大
同
422番

１
先
ま
で

市
道
藤
曽
根
二
野
倉
線

55

岩
沼
市
下
野
郷
字
藤
曽
根
71番

１
先
か
ら

岩
沼
市
下
野
郷
字
藤
曽
根
69番

１
先
ま
で

市
道
藤
曽
根
線

56

仙
台
市
宮
城
野
区
蒲
生
字
竹
ノ
内
128番

地
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
港
三
丁
目
２
番
先
（
南
西
角
）
ま
で

臨
港
道
路
中
野
幹
線

57

仙
台
市
宮
城
野
区
港
三
丁
目
２
番
先
（
南
西
角
）
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
港
三
丁
目
４
番
１
号
先
ま
で

臨
港
道
路
中
央
ふ
頭
線

58

仙
台
市
宮
城
野
区
港
三
丁
目
３
番
５
号
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
港
三
丁
目
１
番
先
（
南
東
角
）
ま
で

臨
港
道
路
ふ
頭
４
号
線

59

仙
台
市
宮
城
野
区
港
三
丁
目
１
番
先
（
南
西
角
）
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
港
三
丁
目
４
番
先
（
南
東
角
）
ま
で

臨
港
道
路
ふ
頭
５
号
線

60

仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
字
新
沼
地
内
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
字
新
沼
12番

地
の
２
先
ま
で

臨
港
道
路
西
幹
線

61



 

 
正

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
一
五
三
六
号
（
平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日
付
け
）
中

〇
宮
城
県
公
報
第
一
五
四
〇
号
（
平
成
十
六
年
三
月
十
二
日
付
け
）
中

第2044号　平成21年３月24日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （24）
で
（
土
曜
、
日
曜
及
び
祝
日
を
除
く
。）

　
�
　
受
付
場
所

　
　
　
仙
台
市
泉
区
市
名
坂
字
高
倉
65番
地

　
　
　
宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
内
　
宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課

　
�
　
資
格
審
査
申
請
用
紙
の
配
布

　
　
ア
　
配
布
期
間

　
平
成
21年
３
月
24日
（
火
）
以
降
（
土
曜
、
日
曜
及
び
祝
日
を
除
く
。）
の
午
前
８
時
30分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で

　
　
イ
　
配
布
場
所

　
　
　
　
宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
（
宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
）

３
　
そ
の
他

　
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

　
　
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
　
022－

373－
3601（

内
線
221、

222）

「
シ
ニ
ア
運
転
者
講
習
」
に
改
め
る
。

　
第
41条
の
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
（
認
知
機
能
検
査
に
従
事
す
る
者
）

第
41条

の
２
　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
３
号
イ
に
規
定
す
る
認
知
機
能
検
査
に
従
事
す
る
者
は
、
年
齢
が
25歳
以

上
で
、
公
安
委
員
会
が
行
う
認
知
機
能
検
査
の
実
施
に
必
要
な
技
能
及
び
知
識
に
関
す
る
講
習
を
修
了
し
た
者
と

す
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
中
第
１
条
の
規
定
は
平
成
21年
４
月
１
日
か
ら
、
第
２
条
の
規
定
は
平
成
21年
６
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
53号

　
道
路
交
通
法
（
昭
和
35年
法
律
第
105号

）
第
99条
の
２
第
４
項
第
１
号
イ
並
び
に
第
99条
の
３
第
４
項
第
１
号
イ
の

規
定
に
よ
り
、
技
能
検
定
員
資
格
審
査
及
び
教
習
指
導
員
資
格
審
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　
平
成
21年
３
月
24日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
藤
�
　
三
郎
助
　
　
　

１
　
資
格
審
査
の
種
類
、
期
日
及
び
場
所

２
　
資
格
審
査
申
請
手
続

　
�
　
受
付
期
間

　
平
成
21年
３
月
24日
（
火
）
か
ら
平
成
21年
４
月
24日
（
金
）
ま
で
の
午
前
８
時
30分
か
ら
午
後
５
時
15分
ま

資
格
審
査
の
場
所

資
格
審
査
の
期
日

資
格
審
査
の
種
類

仙
台
市
泉
区
市
名
坂
字

高
倉
65番
地

宮
城
県
運
転
免
許

セ
ン
タ
ー

平
成
21年
５
月
７
日
か
ら

平
成
21年
７
月
31日
ま
で

　
新
た
に
技
能
検
定
員
の
資
格
又
は
教
習
指
導
員

の
資
格
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者

　
現
に
技
能
検
定
員
、
教
習
指
導
員
で
あ
る
者
が

普
通
自
動
二
輪
車
免
許
に
係
る
技
能
検
定
員
の
資

格
又
は
教
習
指
導
員
の
資
格
を
追
加
し
て
取
得
し

よ
う
と
す
る
者

  新
た
に
普
通
自
動
車
第
二
種
免
許
及
び
大
型
、

中
型
自
動
車
第
二
種
免
許
に
係
る
技
能
検
定
員
の

資
格
又
は
教
習
指
導
員
の
資
格
を
取
得
し
よ
う
と

す
る
者
で
平
成
20、
21年
度
自
動
車
安
全
運
転
セ

ン
タ
ー
中
央
研
修
所
を
修
了
し
た
こ
と
等
に
よ
り

資
格
審
査
の
一
部
科
目
が
免
除
と
な
る
者

　
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
中
央
研
修
所
を
修

了
し
た
こ
と
等
に
よ
り
資
格
審
査
の
全
科
目
が
免

除
と
な
る
者

ペ
ー
ジ

一
三

段上

行八

正

変
更
な
し

　
　
　
　
　
　
　

誤

な
し

ペ
ー
ジ

七

段下

行八

正

変
更
な
し

　
　
　
　
　
　
　

誤

な
し


